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一年前に一旦終えた「所長の目線」を「理事長の

目線」として再開することにした。理事長になると

研究所長の頃よりは発言にも慎重さが求められ、そ

れを十分に考慮すると、おそらく当たり障りの無い

凡庸な挨拶の文章になってしまう。そんなものを書

くのは気が進まないとか、それやこれやぐずぐず考

えている内に一年経ってしまったのであるが、編集

部からのたびたびの要請もあり、前と同じ調子で書

くことにした。理事長の発言として不穏当である、

と言う批判が沢山でるようなら、謹慎して筆を折れ

ばよいと割り切ったのである。読者に心が通じるこ

とを願って再開の挨拶としたい。

********************************************************

SPring-8の管理棟の正面に銀色に輝くオブジェが

ある。二本の曲線状の柱がらせん形の羽根を支えて

いて、風が強いとその羽根が廻る。JASRIに来たば

かりの頃、これは原研と理研と言う二つの巨人の間

でJASRIがきりきり舞をしているのを現しているの

だと聞かされた。リルケは、落ち葉がくるくると廻

りながら落ちるさまを、「いやいやと言うような身

振りで（mit verneinander Gebarde）」と表現したが、

それを思い出しながら、羽根のまわるのを見るのが

私の楽しみの一つであった。

この面白い解釈もまもなく有効性を失う。原研が

今年の９月末をもって、SPring-8の運営から手を引く

ことになったからである。これにともなって、原研

から理研への施設（例えばLINAC、ブースターシン

クロトロン）の移管や、原研が負担していた運営費

の振り替えなどが行われ、開設以来続いてきたいわ

ゆる３者体制はここに終りを告げる。その後は、理

研とJASRIがSPring-8の運営を担当することになるが、

これがどのようなものになるかは、まだ詳細は明ら

かではない。なお原研の放射光科学研究センターは、

現有の原研ビームラインを使う研究を継続する。

３者体制は、SPring-8という巨大施設が建設され

るために、また、共同利用施設として運営されるた

めに、当時の状況ではおそらく最適の解であったの

であろう。しかし、実際に動き出してみると、何か

につけて３者の協議が必要であるというのは、この

動きの早い世の中で決して良い仕組みではなかっ

た。初期の国際的なメンバーによるレビューでも、

この複雑な体制について疑問や批判があったと聞

く。その３者体制を解消せざるを得ないような状況

が今やってきたわけであるが、原研への失礼を承知

で言えば、これは３者体制が抱えていた問題を解決

する機会でもある。ただ、３者体制の解消後の形と

しては、２者体制が唯一の解ではなく、１者体制と

いうのも理論上はありえたのであるが、国は２者体

制という答えを出した。

理研は昨年10月に独立行政法人になり、強い裁量

権を持つようになった。したがって、JASRIが受け

取るSPring-8の運営費も、理論上は、役所の当初の

査定とは異なる理研自身の裁量に左右される可能性

がある。また、施設は理研が所有している。さらに、

原研と言う共同経営者がいなくなって、意思決定に

調整要素は大きく減っている。したがって、理研は

SPring-8の経営に対して従来よりもずっと強い影響

力を持つと考えるのが自然であろう。２者体制の具

体的な形は、やっと議論が始まったところであるが、

基本的には、SPring-8を、出来るだけ一体化した形

で運営してゆきたいと両者とも考えている。

先に触れたリルケの詩｢秋｣は、木の葉の落ちるとこ

ろから始まって、落下はすべてのもの中にある、と展

開し、最後に「されど、一者（der Einer）ありて、

両の手の中に、それ（落下）を限りなく優しく支えた

もう」と結ばれている。オブジェの二本の曲がった柱

は、その両の手のようにも見える。それが支えている

のはSPring-8であるとして、支えている側の実体は何

になるのであろうか。理研なのであろうか、理研と

JASRIの２本なのであろうか。ユーザーと言うのがあ

るべき答えでなかろうかと思うのだが、私の目には、

平均的ユーザーは支えているというよりは、ぶら下が

っているように見える。それだけ頼りにされているの

は有難い事であるが、発展のために、もっと切羽詰っ

た言い方をすれば生き残りのために、ユーザーの演じ

る役割は現状のそれより大きい。青空の下に廻る羽根

を見て、ユーザーに支えられてSPring-8は元気に動い

ている、と言いたいものである。
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SPring-8は、平成９年10月の供用開始から、これ

まで数多くの研究者に利用されてきておりますが、

今後更なる有効利用を図ると共に、世界に冠たる成

果を輩出していきたいと考えております。

このため、（財）高輝度光科学研究センター（ＪＡＳＲＩ）

では、充分に研究を行って頂けるように課題選定に

工夫を凝らす等、効果的な支援を行って参ります。

SPring-8では、赤外線から硬Ｘ線までの広い波長範

囲の高輝度放射光ビーム及び先端的な測定装置を備

えていますが、これらの設備を活用し、最先端の研

究開発や社会に貢献する産業利用などを目指した研

究課題を一般課題および長期利用課題として募集い

たします。

また、ＪＡＳＲＩでは平成15年にナノテクノロジ

ー総合支援プロジェクト課題、トライアルユース課

題およびタンパク3000プロジェクト個別的解析プロ

グラムを重点領域課題として指定すると共にパワー

ユーザーを重点利用者指定型として指定し、平成16

年には重点戦略課題の指定を行いましたが、このう

ちナノテクノロジー総合支援プロジェクト課題およ

びトライアルユース課題を公募します。これらの課

題は一般課題とは別の課題審査により選定されま

す。それぞれ本誌157ページの「重点ナノテクノロ

ジー支援課題の募集について」および161ページの

「重点トライアルユース課題の募集について」を参

照しご応募下さい。

なお、国の先端大型研究施設戦略活用プログラム

との二重応募を受け付けますが、戦略活用プログラ

ムが採択された場合、本課題は不採択となります。

1．利用期間
平成17年９月22日～平成17年12月19日（全ユーザ

ービームタイム200シフト程度）の予定

2．応募方法
今回からWebサイトを利用した電子申請となり

ます。以下のUser Informationウェブサイトから申

請して下さい。入力項目は本誌147ページ～156ペー

ジに示します。

User Information : http://user.spring8.or.jp/

トップページ＞ログイン＞課題申請
課題を申請するには、まずユーザーカード番号と

パスワードでログインする必要があります。まだユ

ーザーカード番号を取得していない方は、ユーザー

登録を行って下さい。

なお、実験責任者は、ログインのアカウントのユ

ーザー名で登録されるため、代理で課題申請書を作

成する場合は、実験責任者のユーザーカード番号で

作業の上、提出する必要があります。その場合、ア

カウントやパスワードの管理は実験責任者の責任の

下でお願いします。

また、Web申請にあたり、申請者（実験責任者）

だけでなく共同実験者も全員ユーザー登録が必要と

なります。従って申請者（実験責任者）は、課題の

申請手続きを行う前に、共同実験者に対してユーザ

ー登録を行うように指示して下さい。

詳しい入力方法については165ページの「利用研

究課題の電子申請システムの運用開始」をご参照下

さい。

［成果非専有課題］

『成果の形態および課題種』の選択画面で“成果

を専有しない”をチェックし、「一般課題」を選択

して下さい。

なお、SPring-8を初めて利用される予定の方は、

先端大型研究施設戦略活用プログラムへのご応募に

ついてもご検討下さい。（締切：平成17年5月31日）

［成果専有課題へ申請する場合］

『成果の形態および課題種』の選択画面で“成果

を専有する”をチェックし、「一般課題」を選択し

て下さい。

2005B  SPring-8共用ビームライン利用研究課題の募集について

放 射 光 利 用 研 究 促 進 機 構

財団法人高輝度光科学研究センター

SPring-8の現状
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なお、成果専有で申請する場合は、課題申請書の

他に、ビーム使用に関わる同意書を提出する必要が

あります。当該のフォームをUser Informationサイ

トよりダウンロード後、実験責任者並びに所属機関

の成果専有基本契約責任者の署名・捺印の上、別途

郵送して下さい。また、別途料金支払い等に関する

契約を結んでいただく必要がありますので、事前に

利用業務部にお問い合わせ下さい。

3．応募締切
平成17年６月７日（火）午前10時JST
電子申請システムによる課題募集は今回が初めて

のため、予期せぬ動作不良等の発生も考えられます。

申請書の作成（入力）は時間的余裕をもって行って

頂きますようお願いいたします。

Web入力に問題がある場合は「９．問い合わせ
先」へ連絡して下さい。上記応募締め切り時刻まで

に連絡を受けた場合のみ別途送信方法の相談を受け

ます。申請が完了し、データが正常に送信されれば、

受理通知と申請者控え用の誓約事項のPDFファイ

ルがメールで送られます。

4．対象ビームライン
募集の対象となるビームラインを表1に示します。

ご応募の前にビームライン・ステーションの整備状

況をSPring-8のホームページでご確認下さい。

ビームライン・ステーションに関する不明な点、

ビームタイムの一部が共同利用に供出される物質・

材料研究機構の専用ビームライン、原研ビームライ

ンまたは理研ビームラインへの申請を考えておられ

る方は、申請前にそれぞれのビームラインの担当者

にお問い合わせ下さい。

5．分野ごとに特徴ある課題選定
［1］ＸＡＦＳ分野における予備実験ビームタイム

長時間のビームタイムを要望される課題で、新し

い応用分野ないし挑戦的な研究、あるいは実験・

解析技術の習得が必要なため、本格的に長時間の

実験を行う前に予備実験が必要であると判断され

た課題についてはまず予備実験に必要なビームタ

イムが配分されます。申請者は配分されたビーム

タイムで実験を行い、その実験・解析結果を報告

し評価を受けた後要望されている残りのビームタ

イムが配分されることになります。

［2］１年課題実施ビームライン

B期から始まる１年課題を受けることが出来るビ

ームラインは以下の４本です。

・BL02B1（単結晶構造解析ビームライン）

・BL04B1（高温高圧ビームライン）

・BL10XU（高圧構造物性ビームライン）

・BL27SU（軟X線光化学ビームライン）

１年課題を希望する方は、申請形式選択ページで

“一年課題”を選んで下さい。（170ページ「９．課
題申請～申請形式の選択」参照）

6．提供するビームタイム
［1］共用ビームライン：全ユーザービームタイムの

80～20％程度

重点課題や長期課題が実施されるビームライン

は全ユーザービームタイムの20％～50％程度と

なる見込みです。

それ以外のビームラインは全ユーザービームタ

イムの80％程度となる見込みです。

［2］原研ビームライン（BL11XU, BL14B1, BL22XU,

BL23SU）：20％程度

成果非専有課題（成果公開）のみ。応募の前に

原研の担当者にお問い合わせ下さい。

［3］理研ビームライン（BL19LXU，BL29XU，BL44B2，

BL45XU）：20％程度

成果非専有課題（成果公開）のみ。応募の前に

理研の担当者にお問い合わせ下さい。

［4］物質・材料研究機構　物質研究所専用ビーム

ライン（BL15XU）

ナノテクノロジー課題：20％程度、

一般課題：10％程度

成果非専有課題（成果公開）のみ。応募の前に

物質・材料研究機構の担当者にお問い合わせ下

さい。

7．2005Bのセベラルバンチ運転モード
2005Bに行う運転モードは以下のとおりです。

Aモード：203bunches（蓄積リング全周におい
て等間隔に203個のバンチに電子が入

っている。）

Bモード：4-bunch train×84（連続４バンチのか
たまりが、全周において等間隔に84あ

る。）

Cモード：11-bunch train×29（連続11バンチの
かたまりが、全周において等間隔に29

ある。）



SPring-8 利用者情報／2005年５月　141

＊Dモード：1/12-filling +10bunches（全周を12等分
し、1/12には連続して85mA相当の電

子が入り、残りの部分は等間隔10カ所

に各1.5mA相当のバンチがある。）

＊Eモード：6/42-filling +35bunches（全周を42等分
し、6/42は連続して約75mA 相当の電

子が入り、残りの部分に等間隔に35バ

ンチ合計約25mA相当の電子がはいっ

ている。）

＊上記のDおよびEモードはＢ期（2005B, 2006B,…）

のみ運転します。Ａ期（2006A,…）のDおよびE

モードはそれぞれ2/21-filling +18 bunchesおよび

10/84-filling +73 bunchesの予定です。

8．申請書作成上のお願い
［1］申請形式（新規／継続）について

SPring-8の課題は６カ月の間に実行できる範囲

の具体的な内容で申請して下さい。SPring-8の

継続課題は、前回申請した課題が何らかの理由

により終了しなかった時に申請していただくも

のです。研究そのものが何年も続いていくこと

と、SPring-8の継続課題とは別に考えて下さい。

前回採択された課題のビームタイムを終了され

て、研究が続く場合は新規課題の申請を行って

下さい。

［2］実験責任者について

実験の実施全体に対してSPring-8の現場で責任

を持つことが出来る人が実験責任者となって下

さい。

［3］本申請に関わるこれまでの成果について

成果発表リストとその概要は必ずご記入下さ

い。過去に利用実績のある申請者に対し、成果

の公表状況を評価し、課題選定に取り入れます。

9．問い合わせ先
〒679-5198 兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1

（財）高輝度光科学研究センター　利用業務部

「共用ビームライン利用研究課題募集係」

平野有紀、平野志津

TEL：0791-58-0961 FAX：0791-58-0965

e-mail：sp8jasri@spring8.or.jp

10．審査について
［1］成果非専有課題：科学技術的妥当性、研究手段

としてのSPring-8の必要性、実験の実施可能性、

実験の安全性について総合的かつ専門的に審査

します。なお、産業利用分野に応募される場合、

「科学技術的妥当性」については、期待される

研究成果の産業基盤技術としての重要性及び発

展性、並びに研究課題の社会的意義及び社会経

済への寄与度を特に重点的に審査します。

また、過去に利用実績のある申請者に対し、成

果の公表状況を評価し、課題選定に取り入れま

す。

［2］成果専有課題：実験の実施可能性、安全性、公

共性及び倫理性について審査します。

11．審査結果の通知
平成17年８月初旬の予定。

12．ビーム使用料
平成17年４月現在の使用料は以下のとおりです。

成果非専有課題（成果を公開された場合＊）：無料

成果専有課題：

通常利用　　：472,000円／１シフト（８時間）

時期指定利用：708,000円（ビーム使用料+

割増料金）／１シフト（８時間）

＊）課題終了後60日以内に利用報告書を提出してい

ただくことで、成果が公開されたとみなしますが、

論文発表等での成果の公表をお願いします。また

公表された場合は、すみやかにWebから登録し

て下さい。

13．旅費支援について
旅費の支援はありません。予めご了承願います。

14．次回（2006A）の応募締切
次回利用期間（平成18年前半）分の募集の締め切

りは10月頃の予定です。

SPring-8の現状



142 SPring-8 Information／Vol.10 No.3  MAY  2005

PRESENT  STATUS  OF SPring-8

表1 募集の対象となるビームライン

■共用ビームライン

No. ビームライン名 研究分野

測定装置，光源（試料位置でのエネルギー範囲等），検出器，試料周辺機器

1 BL01B1：XAFS Ｘ線吸収微細構造，時分割Quick XAFS

偏向電磁石（3.8-117keV），時分割実験（分解能：数秒～数十秒）

Lytle-type検出器，単素子SSD，19素子SSD，単素子SDD，転換電子収量検出器，イオンチャンバー，

電気炉（300-1070K），マッフル炉（300-1870K），クライオスタット（10-300K），θ-2θステージ

2 BL02B1：単結晶構造解析 結晶構造解析，散漫散乱，粉末結晶回折

七軸自動回折計，微小結晶用低温真空カメラ（申請に先立って事前に兵庫県立大学鳥海氏との

打ち合わせを必要とする），

偏向電磁石（5-117keV ），

クライオスタット（10-300K，高圧可），電気炉（300-1500K）

3 BL02B2：粉末結晶構造解析 精密構造物性

湾曲型イメージングプレート搭載大型デバイシェラーカメラ，

偏向電磁石（12-35keV），

クライオスタット（15-300K），窒素ガス吹付型低温装置（90-300K），

窒素ガス吹付型高温装置（300-1000K）

4 BL04B1：高温高圧 高圧地球科学

2段式高温高圧装置（SPEED-1500（最大圧力温度30GPa, 2000K），

SPEED-Mk.II（最大圧力温度60GPa, 2000K）（申請に先立って事前に愛媛大学入舩氏

（e-mail：irifune@dpc.ehime-u.ac.jp）との打ち合わせを必要とする）），

エネルギー分散型粉末X線回折計，偏向電磁石（白色20-150keV），

Ge半導体検出器，高速CCDカメラ，イオンチャンバー

5 BL04B2：高エネルギーＸ線回折 高圧物性研究，非結晶・液体構造，精密構造解析

ランダム系ステーション［二軸回折計，Ge半導体検出器, 電気炉］

高圧ステーション［ダイヤモンドアンビルセル用回折計，ルビー蛍光測圧装置（オフライン），

イメージングプレート］

ワイセンベルグカメラステーション［ワイセンベルグカメラ，窒素ガス吹付型冷却装置

（申請に先立って事前に東工大尾関智二氏（tozeki@cms.titech.ac.jp）との打ち合わせを必要とする）］

偏向電磁石（モノクロメータ37.8， 61.7keV，集光光学系あり）

6 BL08W：高エネルギー非弾性散乱
磁気コンプトン散乱，高分解能コンプトン散乱，

高エネルギー蛍光Ｘ線分析

楕円偏光ウイグラー（100-120keV，175-300keV），

Ge半導体検出器（多素子，単素子），分光結晶型検出器，

超伝導磁石（3T），超伝導磁石（7T，申請に先立って事前にBL担当者との打ち合わせを必要とする），

クライオスタット（10-300K）

7 BL09XU：核共鳴散乱 メスバウアー散乱，非弾性散乱，精密Ｘ線回折

二軸ゴニオメータ，高分解能ゴニオメータ，

真空封止アンジュレータ（9-80keV），

APD検出器，NaI検出器，PIN検出器，

クライオスタット（3.8-500K），精密架台

8 BL10XU：高圧構造物性 超高圧構造物性

超高圧ダイヤモンドアンビル装置（150GPa），イメージングプレート回折計，イオンチャンバー，

真空封止アンジュレータ（15-35keV；高圧ステーション使用時），ルビー圧力測定装置，

高圧用クライオスタット（70GPa,10-300K），レーザー加熱システム（150GPa, 3,000K）

（申請にあたっては、事前にBL担当者（大石）に連絡のこと）

従来の高輝度XAFSはBL37XUに移動しました。
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9 BL13XU：表面界面構造解析
表面・界面構造解析，対象；無機・金属表面，

結晶（無機・金属・有機）の薄膜界面，固液界面

大気中の多軸回折計，超高真空用回折計，超高真空チャンバー，

標準真空封止アンジュレータ（6-33keV using the 1st and 3rd harmonics）

Ge半導体検出器，SDD 検出器，NaI検出器，Si Pin フォトダイオード検出器，精密架台，

大気中での試料加熱（300℃まで可能）,イメージングプレート（ただし読取装置は共用装置を利用すること）

BL13XUの利用を初めて希望する方、また、これまでとは異なる測定法を希望する方は、

BL担当者（o-sakata@spring8.or.jp）まで申請前に連絡してください。

10 BL19B2：産業利用
産業応用：XAFS，Ｘ線回折（粉末回折・応力・反射率・GIXD測定等）

イメージング

八軸回折計（Ｃ型χクレードル），湾曲型イメージングプレート搭載大型デバイシェラーカメラ，

偏向電磁石（4.8-72keV），

Lytle-type検出器，単素子SSD，単素子SDD，19素子SSD, 転換電子収量検出器，イオンチャンバー，

高分解能画像検出器（ビームモニタ，X線ズーミング管），

デバイシェラーカメラ専用窒素ガス吹付型低温・高温装置（100-300K, 300-1000K）

11 BL20B2：医学・イメージングⅠ
アンジオグラフィー，トモグラフィー，屈折イメージング，

トポグラフィー

汎用回折計，

偏向電磁石（8.4-72.3keV, Si 311 double crystal），

高分解能画像検出器(分解能10mm程度)，

大面積画像検出器(視野12cm四方)，

中尺ビームライン（215m），

最大ビームサイズ（300mm（H）×15mm（V）；実験ハッチ２,３，

60mm（H）× 4mm（V）；実験ハッチ１）

12 BL20XU：医学・イメージングII イメージング技術

イメージング用精密回折計，

真空封止アンジュレータ：周期長26ｍｍ, 最大K値2.0，利用可能エネルギー領域7.62keV 以上

標準二結晶モノクロメータ：Si111（7.62～37.7keV）,又は511（～113keV），液体窒素冷却

イオンチャンバー，シンチレーションカウンタ，Ge－SSD，

高分解能画像検出器（ビームモニタ，Ｘ線ズーミング管），

位相CTおよび吸収マイクロCT（担当者との事前打ち合わせ要）

13 BL25SU：軟Ｘ線固体分光
高分解能光電子分光，光電子回折・ホログラフィー，磁気円二色性，

光電子顕微鏡

光電子分光装置，磁気円二色性測定装置，二次元球形エネルギー分析器，光電子顕微鏡，

ヘリカルアンジュレータ（0.22-2keV, エネルギー分解能E/△E＞10,000）

14 BL27SU：軟Ｘ線光化学
高分解能分子分光，光イオン化機構，内殻励起機構，薄膜創製，

機能材料の微細加工，反応機構解析

軟Ｘ線CVD実験装置，

軟X線光化学実験装置（リフレクトロン型飛行時間質量分析装置、円筒鏡型電子エネルギー分析装置），

気相用光電子分光装置（ガスセル・ドップラフリー分子ビーム），超音速分子線発生装置，

反跳イオン運動量測定装置　（申請に先立って事前に東北大上田潔氏との打ち合わせを必要とする），

軟Ｘ線表面分析装置（光電子分析装置・発光分光器）（申請に先立って事前に理研高田恭孝氏

（takatay@spring8.or.jp）との打ち合わせを必要とする），

８の字アンジュレータ（0.3（0.15）-2.7keV, エネルギー分解能E/△E＞10,000）

これまで、光電子顕微鏡（SPELEEM）で受け入れていた課題は、BL17SUへの振り替えの可能性あり。

15 BL28B2：白色Ｘ線回折 白色Ｘ線回折,白色X線トポグラフィー，エネルギー分散型時分割XAFS

汎用精密回折計，時分割XAFS測定装置（9～40keV，分解能：数ミリ秒～数秒）

偏向電磁石（白色 5keV～） ，

X線テレビ，大面積画像検出器（視野12cm四方），イメージングプレート，

フロー式クライオスタット（3.8K～），赤外加熱システム（～1,800K），Ge-SSD

SPring-8の現状



144 SPring-8 Information／Vol.10 No.3  MAY  2005

PRESENT  STATUS  OF SPring-8

16 BL35XU：高分解能非弾性散乱 Ｘ線非弾性散乱（IXS），核共鳴散乱（NRS）

Please contact BL staff when making a new proposal.

Available for 2005A（see also bl35www.spring8.or.jp）

IXS With 12 Analyzer Crystals and 1, 1.5, 3 or 6 meV resolution.

Nuclear Resonant Scattering with 161Dy or 119Sn.

Sample Environments:  

Closed cycle He cryostat（～10-300K）

LN2 cryostat（～80-300K）, Furnace（～300-1000K）

17 BL37XU：分光分析
微小領域元素分析，極微量分析，状態分析，蛍光X線ホログラフィー，

高エネルギー蛍光X線分析，高輝度XAFS

汎用X線分析装置，多目的回折計，高エネルギー蛍光X線分析装置，蛍光X線分析システム

真空封止アンジュレータ（5-37keV，75.5keV），

蛍光XAFS測定用Ge19素子検出器（申請にあたっては、事前にBL担当者に連絡のこと），

Si（Li）-SSD，Ge-SSD，SDD，イオンチャンバー，

18 BL38B1：構造生物学III 生体高分子結晶構造解析

偏向電磁石（6-17.5keV），

生体高分子結晶構造解析装置（CCD検出器，大型IP検出器）

多波長異常分散法用XAFSスペクトル測定システム，構造解析用ワークステーション，

液体窒素冷却装置（85-375K）

19 BL39XU：磁性材料 磁気円二色性（XMCD），磁気散乱

磁気散乱用回折計（試料用2軸 + 偏光解析用4軸），

真空封止アンジュレータ（5-37keV），

ダイヤモンド円偏光素子（X線移相子，5-16keVで使用可能），イオンチャンバー，単素子Si（Li） SSD，

Lytle-type 検出器(multigrid型)，PINフォトダイオード，NaIシンチレーションカウンター，

APD検出器，SDD検出器，常伝導マグネット（2 T），ヘリウム循環型クライオスタット（20-300K），

超伝導マグネット（10 T）+クライオスタット （1.7-300K）

XMCD用高圧DACセル （常圧～20GPa, 室温のみ可能）（申請にあたっては事前に広大 石松直樹氏

（naoki@sci.hiroshima-u.ac.jp）との打ち合わせを必要とする）

顕微XMCD用 KBミラー（集光ビームサイズ < φ2μm）

（申請にあたっては事前にビームライン担当者との打ち合わせを必要とする）

20 BL40B2：構造生物学II 小角散乱測定

小角散乱測定装置（イメージングプレートおよびCCD検出器），

サンプル周りのセットアップは測定にあわせて変更可能。

特殊なサンプルセルを使用されるときは担当者と事前に打ち合わせが必要。

偏向電磁石（7-18keV），

21 BL40XU：高フラックス 高輝度X線を利用した各種実験（高速時分割実験，分析など）

ヘリカルアンジュレータ（8-17keV），

高フラックス（試料位置で0.2mm2内に1015光子/秒），

エネルギー分解能（約2%, 結晶単色器なし, 収束鏡あり），

高速二次元X線検出器，高速X線シャッター（担当者との事前打ち合わせが必要）

22 BL41XU：構造生物学I 生体高分子結晶構造解析

生体高分子結晶構造解析装置（イメージングプレートおよびCCD検出器），

多波長異常回折法用XAFSシステム，構造解析用ワークステーション，

真空封止アンジュレータ（6-38keV），

液体窒素冷却装置（85-375K），ヘリウムガス冷却装置（35-300K）

17.5keV以上の高エネルギーX線を使用する際はBL担当者との打ち合わせが推奨される
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23 BL43IR：赤外物性　　　　　　 顕微分光，表面科学，吸収・反射分光，磁気光学

赤外顕微分光装置（マッピングステージ，フロー式クライオスタット，低温高圧セル，高温高圧セル），

赤外表面科学装置（赤外反射吸収分光，フロー式クライオスタット），

吸収反射分光装置（放射光同期ピコ秒レーザシステム，クライオスタット），

磁気光学顕微分光装置（14Ｔ超電導電磁石，フロー式クライオスタット）

24 BL46XU：R&D（2） 磁気回折、磁場中回折、共鳴散乱など

多軸回折計，

真空封止ハイブリッドアンジュレータ（12-24keV,１次光で供給可能），

電磁石（max 0.6 Tesla, T=10-300K）クライオスタット（10-300K），電気炉（300-1500K）

25 BL47XU：光電子分光・マイクロCT 硬Ｘ線光電子分光、Ｘ線ＣＴ

真空封止アンジュレータ、

液体窒素冷却結晶単色器（5.2-37.7keV）

申請に先立ち事前にビームライン担当者及び下記装置担当者との打ち合わせを必要とする。

実験ハッチ１：オープンスペース（2005年４月現時点での判断）

実験ハッチ２：硬Ｘ線光電子分光（小林：koba_kei@spring8.or.jp）、

マイクロトモグラフィ（上杉：ueken@spring8.or.jp）

試料準備用クリーンブース

26 BL11XU：原研　材料科学II 核共鳴散乱，Ｘ線非弾性散乱，表面・界面科学

真空封止アンジュレータ（7-70keV）

精密ゴニオメータ，Ｘ線非弾性散乱回折計，分子線エピタキシー（MBE）回折計

申請に先立って事前にビームライン担当者および各実験装置担当者との打ち合わせを必要とする。

ビームライン（塩飽：shiwaku@spring8.or.jp）

核共鳴散乱（三井：taka@spring8.or.jp）

非弾性散乱（稲見：inami@spring8.or.jp）

表面・界面科学（海津：kaizu@spring8.or.jp）

27 BL14B1：原研　材料科学I 高圧物性研究，表面・界面科学，結晶構造研究

申請に先立って、事前に担当者との打合せを済ませておくこと。

白色実験ハッチ（内海：utsumi@spring8.or.jp）

単色実験ハッチ（西畑：yasuon@spring8.or.jp）

超高圧発生プレス，κ型多軸回折計，

偏向電磁石（単色 ; 5-90keV／白色 ; 5-150keV）

28 BL22XU：原研 量子構造物性 高圧物性研究、共鳴回折実験

真空封止アンジュレータ（3-70keV）

共同利用申請の際には、事前に以下の装置担当者との打合せを求める。

高温高圧その場観察用X線回折装置（片山：katayama@spring8.or.jp）

2軸回折計（石井:kenji@spring8.or.jp、稲見：inami@spring8.or.jp）

29 BL23SU：原研　重元素科学 軟Ｘ線分光，表面化学，放射線生物

BL23SUの各実験装置に際しては、以下の装置担当者と事前打ち合わせを必要とする。

表面化学反応分析装置（原研　寺岡：yteraoka@spring8.or.jp）

ＥＳＲ装置（原研　横谷：yokoya@popsvr.tokai.jaeri.go.jp）

光電子分光装置（原研　岡根：okanet@spring8.or.jp）

磁気円二色性装置（原研　斎藤：ysaitoh@spring8.or.jp）

可変偏光アンジュレータ（0.5-1.5keV）

■原研／理研ビームライン

SPring-8の現状
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■専用ビームライン
利用希望の場合は、事前に物材機構・中沢（Nakazawa.Hiromoto@nims.go.jp）との打ち合わせをお願い致します。

34
BL15XU：物材機構物質研　

高エネルギーＸＰＳ，高精度小角散乱，光源利用
広エネルギー帯域先端材料解析

高分解能角度分解光電子分光（励起：1-20keV，光電子の運動エネルギー：0-4.5keV）

高分解能粉末Ｘ線回折計（8keVでのSi粉末111反射の半値全幅は0.07度以下，超小角散乱利用が中心）

2.2m（L）×3m（W）の実験装置持ち込みスペース（ビーム高さ1.5m，高真空領域，Be窓着脱可）

リボルバー型アンジュレータ（1-20keV：108-13photons/sec,ΔE/E ：10-4）

30 BL19LXU：理研　物理科学Ⅱ 高輝度Ｘ線放射光科学

27m長真空封止アンジュレータ（7.2-18 keV（1st）, 22-51 keV（3rd）），

光学定盤,各種検出器（PINフォトダイオード, イオンチャンバー，APD）

31 BL29XU：理研　物理科学Ⅰ 可干渉X線光学（長尺ビームラインを共同利用に提供）

真空封止アンジュレ－タ（5～37 keV）

各種検出器（イオンチャンバ－，PINフォトダイオ－ド，APD），光学定盤

32 BL44B2：理研　構造生物学Ⅱ 蛋白質単結晶時分割ラウエ回折法

CCD検出器, クライオスタット（60-350K, 90-375K），

偏向電磁石（白色　6-30keV ）

33 BL45XU：理研　構造生物学Ⅰ （小角散乱ステーションのみ共同利用に提供）

高分解能小角散乱装置，

真空封止型垂直アンジュレータ（13.8keV）

イメージングプレート，イメージインテンシファイヤー型CCD検出器
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〈基本情報〉

〈共同実験者〉

SPring-8 利用研究課題（一般課題）の申請画面

SPring-8の現状
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〈安全に関する記述、対策〉

〈提案理由など〉
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〈実験方法〉

〈画像ファイル添付〉

SPring-8の現状
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SPring-8利用研究課題申請書（成果非専有用）入力要領

はじめに
研究分野が多少異なる審査員が読んでも、その提

案の重要性が理解できるように、研究の目的や方法

等それぞれの項目について具体的に記述して下さ

い。また、半年の共同利用実験のビームタイムの範

囲内で実行できる内容の申請を行って下さい。包括

的な内容の申請は審査の対象となりません。

－2005B改訂部分－

審査希望分野一部変更

〈基本情報〉
実験課題名（日本語および英語）

実験方法や測定対象を明らかにした６カ月の共同

利用期間で遂行できる具体的な実験課題名を、日本

語および英語で入力して下さい。包括的な課題名に

よる申請は審査の対象となりません。なお、申請者

の優先性の保護のため実験が終了するまで課題名を

公表しません。（即ち、課題の採択時には、実験責

任者の名前と所属、配分シフト数のみ公表し、課題

が終了後に課題名を公表します。）

審査希望分野

ポップアップメニューの中から希望する審査分野

を１つ選んで下さい。ポップアップメニューの内容

は表２に示します。

研究分野分類、および研究手法分類

それぞれのポップアップメニューの中から、あて

はまるものを選び、キーワードを入力して下さい。

表３、表４にキーワードの一例を挙げていますが、

これに当てはまらないキーワードでも構いません。

なお、「その他」を選んだ場合は具体的に分類名称

を記入して下さい。

〈構造解析の対象についての情報〉
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分科 記号 審査分野

蛋白質結晶構造解析

生体試料小角散乱

医学利用、バイオメディカルイメージング

遷移金属酸化物、希土類化合物、強相関電子系物質、誘電体

有機結晶、有機金属結晶、フラーレン結晶、液晶

金属、金属間化合物、準結晶、アモルファス、液体

表面界面構造、ナノ粒子構造

高圧物性

地球科学（高圧）

材料イメージング（トポグラフィー、CT）

コンプトン散乱

核共鳴散乱

高分解能Ｘ線散乱

小角・広角散乱（高分子）

XAFS

蛍光Ｘ線分析、微量分析

固体電子分光物性、赤外物性、PEEM

光化学

MCD（軟X線、硬X線）

産業利用

L1

L2

L3

D1a

D1b

D1c

D1d

D2a

D2b

D3

D4a

D4b

D4c

D5

Xa

Xb

S1

S2

S3

I

生命科学

散乱・回折

XAFS・蛍光分析

分光

産業利用

表2 審査希望分野表

表3 研究分野分類表

大分類 小分類名称 キーワードの一例

電子銃、高周波加速、電磁石、真空技術、診断技術
軌道解析、高周波加速、電磁石、真空技術、診断技術
制御機器、ネットワーク、制御ソフトウエア
次世代光源加速器、自由電子レーザー
γ線源、陽電子源、中性子源
逆コンプトン散乱

挿入光源、偏向磁石光源
フロントエンド（基幹チャンネル）、輸送チャンネル機器、真空工学、熱応力解析、ビーム診断
光学機器（分光、偏光、集光）、光学素子、測定法開発
ガス検出器、固体検出器、高速時分割測定
ハードウエア、ソフトウエア、インターロック
Ｘ線標準場、遮蔽計算
Ｘ線強度モニター、ビームポジションモニター

素粒子、宇宙線、高エネルギー物理学、宇宙物理
核物理

タンパク質構造・機能、酵素反応
筋肉、２次元膜、骨細胞、タンパク質溶液、構造・機能
生体膜・受容体・チャンネル、フォールディング、１分子計測
医薬ータンパク質複合体構造、医薬分子設計、ゲノム製薬
細胞構造、細胞機能
細胞・ＤＮＡレベルの放射線効果
イメージング、トモグラフィー、Ｘ線ＣＴ

0

加速器科学

ビームライン技術

素粒子・
原子核科学

生命科学

線型加速器
円型加速器
加速器制御
次世代光源
加速器利用線源
レーザー電子光源
その他
放射光光源
ビームライン技術
光学系
検出系
制御系
放射線物理
ビームライン診断
その他
素粒子物理
原子核科学
その他

構造生物学（結晶）
構造生物学（非結晶）
生物物理学
医薬作用解析
細胞生物学
放射線生物学
生物イメージング
その他

●加速器科学・ビームライン技術研究

●放射光利用研究
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大分類 小分類名称 キーワードの一例

イメージング、トモグラフィー、Ｘ線ＣＴ
医学診断イメージング、疾患部微細構造
放射線効果、
医科用材料、歯科用材料、生体機能材料

結晶構造、電子密度分布
構造相転移、磁気・電子相転移、構造ゆらぎ、時間分解構造解析
量子ナノ構造、ナノ材料、メゾスコピック系、分子構造、ガス吸着
表面界面構造、表面変調構造、薄膜、多層膜構造、サーファクタント効果、表面あらさ
結晶成長過程、表面融解、表面新物質層
アモルファス物質、液体・融体、ガラス、気体、超臨界物質
ソフトマテリアル、高分子、有機薄膜、液晶
電子構造、バンド構造
半導体、分子性固体・有機半導体、電子デバイス
イオン結晶
誘電体、構造相転移
金属、準結晶、イメージング
超伝導体、有機超伝導体
磁気構造、磁性体、磁性多層膜、磁場誘起構造相転移、有機磁性体

フォノン物性、弾性波、原子拡散
超微細相互作用、核共鳴、メスバウアー効果、核励起

原子・分子・クラスター分光、イオン脱離、多価イオン原子過程、放射光励起化学反応、励起分子構造
無機固体、金属錯体
有機固体、有機光化学
高分子構造、繊維
表面化学反応、触媒反応、化学プロセス、溶液化学、ガス吸着
電気化学反応、電極反応、電池電極材料、電析
微量元素分析、状態分析
化学結合、脂質、構造・機能
分子振動、赤外顕微分光、磁気光学
内殻励起反応、新素材創製、素材改質、Ｘ線ＣＶＤ

固体地球科学、地殻・マントル・コア物質、地質学
地球惑星物質、マグマ、鉱物資源
粘性、音速

微量化学分析、マッピング
エアロゾル、環境汚染物質
生体微量物質分析

電子デバイス、量子デバイス、光素子、ストレージ素子、表示素子、圧電素子、デバイス評価
半導体材料、電子材料、素子用薄膜、蛍光体
磁性材料、磁気多層膜、スピンエレクトロニクス、磁気デバイス
超伝導体材料、超伝導デバイス
金属材料、構造機能材料、機械部品、建築材料、格子歪み、残留応力、腐食、破壊、イメージング
無機材料、セラミックス、ガラス、ガス吸着材料、微粒子、コロイド
高分子、有機材料、液晶、ゴム、繊維、フィルム、イメージング
工業触媒、触媒作用、表面化学反応
電気化学反応、電極反応、電池電極材料
環境分析、汚染処理、環境触媒、リサイクル、環境負荷低減技術
燃料電池、太陽電池、デバイス
タンパク結晶、薬用低分子結晶、薬品
食品、化粧品、生活用品
リソグラフィー、ＬＩＧＡ、電析、Ｘ線照射反応

科学捜査

医学応用

物質科学・
材料科学

化学

地球・惑星科学

環境科学

産業利用

その他

生体イメージング
放射線診断
放射線治療
医学材料
その他
構造物性
構造相転移
ナノ構造物質

表面界面物性

ランダム物質構造
ソフトマテリアル物性
電子構造
半導体物性
光物性
誘電体物性
金属物性
超伝導物性
磁気物性
強相関電子系物質
格子・原子ダイナミックス
原子核物性
その他
原子・分子
無機化学
有機化学
高分子化学
表面・界面化学
電気化学
化学分析
化学状態解析
赤外物性
照射効果
その他
地球科学
岩石・鉱物学
高温・高圧物性
その他
環境分析科学
環境物質
生体物質
その他
エレクトロニクス
半導体・電子材料
磁性材料
超伝導材料
金属・構造材料
無機材料
有機材料
触媒化学
電気化学
環境材料
エネルギー・資源
製薬
食品・生活用品
微細加工・照射効果
その他
考古学
鑑識科学
安全管理
その他
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希望ビームライン

ポップアップメニューの中から希望する順番にビ

ームライン番号を選んで下さい。また、その理由に

ついては［実験方法］の「ビームライン選定の理由」

で明らかにして下さい。２本のビームラインの利用

を希望される場合（例えば、「BL01B1又はBL28B2」

ではなく「BL01B1とBL28B2」を希望する場合）は、

各ビームラインごとに申請して下さい。

ビームラインの整備状況は、ホームページで確認

してください。

所要シフト数

実験目的を達成するために必要なビームタイムを

シフト数（１シフト＝８時間）で入力して下さい。

このときに､この課題は６カ月の間に共同利用として

実施することを考慮してください。実験を分けて行

いたいものは１回に必要なシフト数と何回行いたい

か入力して下さい。合計シフト数は自動で計算され

ます。（画面左側メニューの「入力内容の確認・提出」

で確認できます。）また、算出根拠を［実験方法］の

「シフト数算出の根拠」で入力してください。

表4 研究手法分類表

大分類 小分類名称 キーワードの一例

CTR、配向解析、微小角入射法

微小角散乱
非晶質・液体散乱

磁気回折、磁気共鳴散乱

高分解能非弾性散乱
核励起
コンプトン磁気散乱

XANES、DAFS、マッピング
元素・質量分析、化学状態分析、マッピング
磁気円二色性、LS分離、マッピング
発光分光
赤外顕微鏡

測定方法、基礎理論
異常散乱・回折法原理
干渉計、コヒーレンス
非線形光学、強度ゆらぎ

Ｘ線回折

Ｘ線散乱

Ｘ線磁気散乱

Ｘ線非弾性散乱

Ｘ線・
軟Ｘ線吸収分光

光電子分光

トポグラフィー、
トモグラフィー

イメージング

Ｘ線光学

特殊環境実験

その他

単結晶回折
粉末結晶回折
表面・界面構造回折
定在波法
反射率法
歪み解析
その他
小角散乱
中角散乱
散漫散乱
その他
磁気散乱
ATS散乱
その他
非弾性散乱
核共鳴散乱
コンプトン散乱
発光分光
その他
XAFS
蛍光Ｘ線分析
磁気吸収
軟Ｘ線分光
赤外分光
その他
光電子分光
光電子顕微鏡（PEEM）
光電子回折
コインシデンス分光
その他
Ｘ線トポグラフィ
Ｘ線ＣＴ
Ｘ線ホログラフィ
光電子ホログラフィ
スペックル分光
その他
顕微法
顕微分光法
その他
回折・散乱・吸収
共鳴散乱
位相光学
量子光学
その他
高圧、高温、強磁場
その他
その他

SPring-8の現状



また、申請形式の選択ページで“一年課題”を選

んだ方は、A期で必要なシフト数も入力して下さい。

特殊な運転モードの希望

特殊な運転モードを希望される場合は、ポップア

ップメニューから選んで下さい。希望がない場合は、

運転モードの選択は施設の担当者に一任していただ

きます。マルチバンチを希望される場合、マルチバ

ンチでなければ実験ができない場合は「マルチバン

チ（必須）」を、マルチバンチでなくても原理的に

は実験できるが、マルチバンチで実験するほうがよ

りよい場合は「マルチバンチ（好ましい）」を選ん

で下さい。セベラルバンチを希望される場合は「セ

ベラルバンチ」を選択し、フィリングモードを、希

望する順番にポップアップメニューの中から選んで

下さい。なお、A、B、C、D、Eの各モードはA期

とB期で異なりますので、必ず募集案内のホームペ

ージで確認してください。メニューに示した５種類

のモード以外を希望される場合は「その他」の欄に

フィリングの詳細と必要理由を入力してください。

来所できない時期

原則として、審査後申請者に利用時期についての

問い合わせを致しませんので、ビームタイムの配分

を受けても実験ができない時期がわかっている場合

は、記述して下さい。

〈共同実験者〉
共同実験者

実際にビームラインを使って実験を行う人の、各

ユーザーカード番号を入力後『ユーザー情報参照』

ボタンをクリックして下さい。（共同実験者もユー

ザーカード番号が必要です。ユーザーカード番号を

取得をされていない共同実験者には、ユーザー登録

を依頼して下さい。ユーザーカード番号は、ユーザ

ー登録完了後、登録されたメールアドレス宛に通知

されます。

〈安全に関する記述、対策〉
安全に関する手続きが必要なもの

該当するものがあれば、ポップアップメニューの

中から選んで下さい。

該当する試料を用いて実験を行う場合は、別途手

続きが必要です。Web申請後、速やかに必要な書

類をUser Information Webサイトからダウンロー

ドし、利用業務部へ送付して下さい。尚、書類には

利用日、BL名等を記入する欄がありますが、未定

の箇所は空欄で結構です。

詳細は、以下のホームページをご覧下さい。

・国際規制物資　

http://safety.spring8.or.jp/radiation/uranium.html

・密封状放射性物質　

http://safety.spring8.or.jp/radiation/check.html

・微生物実験　

http://www.spring8.or.jp/j/user_info/biosafety/

biosample.html

・遺伝子組換え実験　

http://www.spring8.or.jp/j/user_info/biosafety/

biosample.html

動物（生きた哺乳類、鳥類、爬虫類）

動物の持ち込みがある場合は、「持込み有」にチ

ェックして下さい。（課題が採択されましたら、「動

物実験計画書」を提出していただきます。

測定試料及びその他の物質

施設に持ち込む全ての試料及び物質等について、

その名称、形態（形状）、量、性質、使用目的、保

存方法及び処理方法、安全対策を入力して下さい。

「物質名」について：一般名、構造式など

（XAFSを測定する場合は組成も）を記入し、略称

や頭文字のみの表記は避けて下さい。CAS番号が

あるものでも自分で調整したものは「自作」、自分

で創成したもので物性値が未知の場合は「創製」と

入力して下さい。

「物質」について：発火性、引火性、可燃性、爆

発性、酸化性、禁水性、強酸性、腐食性、有毒性、

発ガン性（催奇性）、放射性、感染性、遺伝子組み

換え体、無害などできるだけ詳しく入力して下さい。

入力漏れがある場合は、不採択となる可能性があり

ます。

また、入力にあたり、画面解像度によってはこれら

の記入欄（フォーム）の幅が小さくなるため、入力し

ずらいことも考えられます。誤動作や入力ミスを防ぐ

ためにも、あらかじめ表計算ソフト等で下書きを作成

し、データを貼り付けることをお勧めします。

※SPring-8に持ち込まれた物品は、全て持ち帰って

いただくことになっています。
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持ち込む装置、器具

施設に持ち込む全ての装置、器具等について、そ

の名称、仕様、安全対策を入力して下さい。持ち込

み装置、器具等がない場合は、「なし」と入力して

下さい。

自分で作製した装置、器具は「自作」、既製品の

場合はその旨、付記して下さい。入力漏れがある場

合は、不採択となる可能性があります。

※SPring-8に持ち込まれた物品は、全て持ち帰って

いただくことになっています。

必要とする施設の装置、器具

SPring-8のホームページのビームラインのページ

（http://www.spring8.or.jp/j/facility/bl/）で確認し

た後、記入して下さい。

〈提案理由など〉
提案理由

「新規提案」

研究分野が多少異なる審査員が読んでもその提案

の重要性が理解できるように、研究の意義、目的等

それぞれの項目について具体的に記述して下さい。

包括的な内容の申請は審査の対象となりません。期

待される成果の中ではSPring-8の寄与する点を具体

的に示して下さい。

「継続提案」

継続を必要とする理由（例：ビームダンプがあり

実施できなかった等）を記述して下さい。前回の申

請で行われた実験の結果（成果）について具体的に

記載し、問題点があった場合はその解決策を示した

うえ、今回の提案で実施を計画している内容を具体

的に示して下さい。試料の変更、実験方法に大きな

変更を伴うものについては「新規提案」で申請して

下さい。採択課題のビームタイムを終了後も研究が

続く場合や実験責任者が変わる場合は、「新規提案」

で申請して下さい。

「緊急提案」

緊急に実験が必要になったときに提案して下さ

い。SPring-8のビームラインによる実験が不可欠で

あり、かつ、緊急性が必要な理由を具体的に示すと

ともに、その波及効果についても示して下さい。

「留保提案」

留保ビームタイムに応募する場合の提案です。新

規提案に準じます。

申請に関わる準備状況、これまでに採択された課

題との関係、他に申請課題がある場合はその課題と

の関係、同種実験の経験

期待される成果を得るために、これまでに得た研

究成果並びに装置、試料の準備状況等を具体的に示

して下さい。これまでに採択された課題との関係や

関連テーマで他に申請があるときは、その課題との

関係を記述してください。同種実験の経験について

も記述して下さい。

本研究に関わる発表論文リスト（SPring-8での結

果に＊印）と、これまでの研究の進捗状況がわかる

ように、各論文について２行程度の説明を記述。

審査の対象となります。論文リスト（著者名、雑

誌名、巻、発行年、ページ）と各論文について、２

行程度の説明を記述してください。SPring-8で行っ

た課題の成果を発表した論文には＊印を付け、

SPring-8で行った課題の進捗がわかるような説明を

記述してください。

〈実験方法〉
実験の方法（レイアウト、測定法、検出器、試料

の濃度等を明確にする）

新しい測定法の場合には、図注）を用いて実験の特

徴が明らかになるようにして下さい。

注）図のアップロード方法については、本文174ペ

ージ「10-5．課題申請～画像ファイル添付」をご参
照下さい。

ビームライン選定の理由

最適のビームラインを選ぶため、SPring-8のビー

ムラインの整備状況をＷＷＷホームページ

（http://www.spring8.or.jp/j/facility/bl/）で確認し

て下さい。不明な点はホームページに記載されてい

るビームライン担当者までお問い合わせ下さい。

使用するエネルギー（波長）又は特性線（例：Pb-L）

ビームラインのどのような特性（例えば、エネル

ギー範囲、集光特性、測定器等）に着目して利用を

希望するビームラインを選定したのかについて説明

して下さい。ＸＡＦＳの測定の場合は測定法（透過

法、蛍光法それもライトル検出器か半導体検出器－

シングル、マルチ、等）、元素、吸収端、試料濃度、
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試料のマトリックスの種類を必ず記述して下さい。

シフト数の算出根拠

要求するシフト数の算出根拠を記述して下さい。

シフト数の算出をするための不明な点はホームペ

ージに記載されているビームライン担当者までお問

い合わせ下さい。

〈構造解析の対象〉（申請形式の選択ページで“蛋白
質結晶構造解析”をチェックした場合のみ）
構造解析の対象についての情報

SPring-8での実験について、審査に必要な項目が

あげてありますので、できるだけ漏れなく入力して

ください。なお、構造解析の対象は３種類までしか

記入できないため、欄が不足する場合は利用業務部

までお問い合わせ下さい。

また、入力にあたり、画面解像度によってはこれ

らの記入欄（フォーム）の幅が小さくなるため、入

力しずらいことも考えられます。誤動作や入力ミス

を防ぐためにも、あらかじめ表計算ソフト等で下書

きを作成し、データを貼り付けることをお勧めしま

す。

補足：“蛋白質結晶構造解析”選択時の『実験方

法』記入欄は、ビームライン選定の理由並びにシフ

ト数算出の根拠のみとなります。
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財団法人高輝度光科学研究センター（以下JASRI

という）は日本原子力研究所 （以下原研という）

および物質・材料研究機構（以下物材機構という）

とともに、文部科学省が平成14年度から開始した、

「ナノテクノロジー総合支援プロジェクト」のうち

「放射光を活用した解析支援」を行う機関として、

SPring-8の放射光特性を活用すれば特に高い成果が

得られるテーマのナノテクノロジー研究課題につい

て支援を行います。本支援についての詳細はホーム

ページ (http://www.spring8.or.jp/nano_tech/)をご

参照ください。

支援対象課題の申請受付、選定等は原研および物

材機構のビームラインを利用する課題も含めJASRI

が一元的に行います。2005B利用期間（平成17年９

月～平成17年12月）について以下の要領でご応募く

ださい。

なお、国の先端大型研究施設戦略活用プログラム

との二重応募を受け付けますが、戦略活用プログラ

ムが採択された場合、本課題は不採択となります。

1．支援する研究テーマと利用するビームライン
（表１参照）

Ｎ１：磁気記憶材料等の元素別磁化測定

（BL39XU）

Ｎ２：半導体等ナノ薄膜の表面・界面構造解析

（BL13XU）

Ｎ３：新機能ナノ材料の光電子分光、磁気円二色

性測定（BL25SU）

〃 光電子顕微鏡によるナノ材料解析

（BL25SU、またはBL27SUかBL17SU）

Ｎ４：新規ナノ材料の精密結晶構造評価

（BL02B2）

Ｎ５：X線マイクロビームによる顕微分光、トモ

グラフィー（BL47XU）

〃 硬X線電子分光によるナノ薄膜、界面の解

析（BL47XU）

Ｎ６：微粒子及びナノ薄膜の電子分光（BL27SU）

Ｎ７：蛍光X線分析法による微量元素マッピング

（BL37XU）

Ｎ８：核共鳴散乱法による局所構造と電子状態の

研究（BL11XU）

Ｎ９：電気化学における固／液界面構造解析

（BL14B1）

Ｎ10：極薄膜形成過程のその場光電子分光解析

（BL23SU）

Ｎ11：高精度小角散乱によるナノ凝縮体解析

（BL15XU）

Ｎ12：高エネルギー内殻光電子分光（BL15XU）

Ｎ13：原子層制御結晶成長過程のその場観察

（BL11XU）

Ｎ14：ナノ粒子・ナノドメインの静的・動的構造

研究（BL22XU）

2．支援内容

A．最適な実験計画の立案・指導

B．利用技術の指導・助言

C．実験結果の解析・評価に対する助言

D．その他

（※但し、旅費については2004A期より支援が

出来なくなりました。）

3．ビームタイム

支援するテーマを行う各ビームラインについて全

ユーザービームタイムの20％程度（40シフト程度）

を予定しています。

4．応募方法

今回からWebサイトを利用した電子申請となり

ます。以下のUser Informationウェブサイトから申

請して下さい。

User Information : http://user.spring8.or.jp/
トップページ＞ログイン＞課題申請

2005Ｂ重点ナノテクノロジー支援課題の募集について

放 射 光 利 用 研 究 促 進 機 構

財団法人高輝度光科学研究センター
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課題を申請するには、まずユーザーカード番号と

パスワードでログインする必要があります。まだユ

ーザーカード番号を取得していない方は、ユーザー

登録を行って下さい。

なお、実験責任者は、ログインのアカウントがユ

ーザー名で登録されるため、代理で課題申請書を作

成する場合は、実験責任者のユーザーカード番号で

作業の上、提出する必要があります。その場合、ア

カウントやパスワードの管理は実験責任者の責任の

下でお願いします。

また、Web申請にあたり、申請者（実験責任者）

だけでなく共同実験者も全員ユーザー登録が必要と

なります。従って申請者（実験責任者）は、課題の

申請手続きを行う前に、共同実験者に対してユーザ

ー登録を行うように指示して下さい。

詳しい入力方法については165ページの「利用研

究課題の電子申請システムの運用開始」をご参照下

さい。

入力項目は一般課題の申請に必要な項目に加えて

176ページの「申請課題のナノテクノロジー分野に

おける位置づけ・重要性」、「申請課題の実施により

発展が期待されるナノメーター領域の技術、科学ま

たは産業分野等」を記述して下さい。

ナノテク支援課題として不採択になった場合は、

自動的に一般課題としての審査を行いますので、一

般課題への二重申請は不要です。

なお、原研のビームラインで行われる支援テーマ

のN8、Ｎ9、N10、N13、N14については申請前に原

研の担当者に問い合わせて下さい。

物材機構のビームラインで行われる支援テーマの

N11、12については申請前に物材機構の担当者に問

い合わせて下さい。

それぞれの担当者連絡先は「共用ビームライン利

用研究課題の募集について」の「表1 募集の対象と

なるビームライン」（本誌142ページ）を参照して下

さい。

ナノテク課題独自の入力項目
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番号 支　援　す　る　研　究　テ　ー　マ　　　　　　　　　　　　　 主なＢＬ

BL39XU

BL13XU

N１

N２

磁気記憶材料等の元素別磁化測定
X線磁気円二色性効果による磁気メモリ等磁気材料の磁化測定。磁性多層膜の磁気構造研究。

半導体等ナノ薄膜の表面・界面構造解析
表面・界面原子構造解析。半導体デバイスに関連する酸化膜、ヘテロ界面などナノ原子構造
解析。その場観察による表面／界面構造解析。

表1 ナノテク支援プロジェクト研究テーマと主要なビームライン
※番号N3：平成15年10月22日に追加しました。
※番号N10：平成16年3月5日に改訂しました。
※番号N13、N14：平成16年3月5日に追加しました。
※番号N5：平成16年8月1日に追加しました。
※番号N3の主なビームラインにBL27SUかBL17SUを追加しました。

新機能ナノ材料の光電子分光、磁気円二色性測定。
軟X線による表面ナノ電子構造および磁区構造解析。

光電子顕微鏡によるナノ材料解析
磁気円二色性を利用した高分解能磁区イメージング、化学状態イメージング、軟Ｘ線領域で
のマイクロXANESなど。

新規ナノ材料の精密結晶構造評価
粉末結晶構造解析装置によるナノチューブやエネルギー貯蔵物質などの新規機能材料の精密
結晶構造解析。機能に関わる軽元素、電子分布の決定。

BL25SU
または
BL27SU
か

BL17SU

BL02B2

N３

N４

6．応募の締切
平成17年６月７日（火）午前10時JST

電子申請システムによる課題募集は今回が初めて

のため、予期せぬ動作不良等の発生も考えられます。

申請書の作成（入力）は時間的余裕をもって行って

頂きますようお願いいたします。Web入力に問題が

ある場合は「6．問い合わせ先」へ連絡して下さい。

上記応募締め切り時刻までに連絡を受けた場合の

み別途送信方法の相談を受けます。申請が完了し、

データが正常に送信されれば、受理通知と申請者控

え用の誓約事項のPDFファイルがメールで送られ

ます。

6．問い合わせ先

〒679-5198 兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1

（財）高輝度光科学研究センター　利用業務部

「共用ビームライン利用研究課題募集係」

平野有紀、平野志津、楠本久美

TEL：0791-58-0961 FAX：0791-58-0965

e-mail: sp8jasri@spring8.or.jp

7．審査について

一般課題と同様の科学技術的重要性、研究手段と

してのSPring-8の必要性、実験の実施可能性、実験

の安全性についての総合的かつ専門的な審査に加

え、ナノテク課題としての科学技術的重要性や研究

戦略について審査を行う。

8．審査結果の通知

平成１7年８月初旬の予定

9．その他

当支援を受けた課題については課題終了後、利用

報告書に加え、「ナノテク課題研究成果報告書」の

提出を求めます。

SPring-8の現状
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X線マイクロビームによる顕微分光、トモグラフィー
Ｘ線マイクロビームによる顕微内殻吸収分光による、電子構造、組成分布、化学状態等の解
析、マイクロトモグラフィーによる複合材料等の三次元構造解析。

硬X線光電子分光によるナノ薄膜、界面の解析
検出深さの大きい光電子分光によるnm膜厚の薄膜、埋め込まれた界面の化学状態、電子状
態解析。表面鈍感であるので実験室で準備した試料をそのまま測定できる。

微粒子及びナノ薄膜の電子分光
ナノ微粒子、微結晶、およびナノ薄膜などの軟Ｘ線発光分光および光電子分光。

蛍光X線分析法による微量元素マッピング
Ｘ線マイクロビームを用いた蛍光Ｘ線分析二次元マッピング。ナノ材料、微粒子、生体組織
等の元素分析等。

核共鳴散乱法による局所構造と電子状態の研究
核共鳴顕微分光法および非弾性散乱法を用い、量子ドット・ワイヤー等のナノ・マテリアル
および関連物質の局所的な電子・格子振動状態の研究。

電気化学における固／液界面構造解析
表面界面構造解析用の多軸回折計を用いた、電気化学における電極/電解液（個/液）界面構
造の解析。大型プレスを用いた、高温高圧下における固体ならびに液体の構造変化の研究。

極薄膜形成過程のその場光電子分光解析
Ti、Cu等の重金属や、Er、Hf、Ce等の希土類元素金属のナノメートルオーダーの酸化膜形
成過程の実時間その場光電子分光法による解析。

高精度小角散乱によるナノ凝縮体解析
0.2nmから0.02nm以下の高輝度高平行光による高分解能精密粉末Ｘ線回折、特に0.01度オー
ダーの領域での高精度超小角散乱実験による複合材料やライフサイエンスで重要なナノ微粒子
の凝集体等の精密解析。
なお、このほかに、回折計を移動してユーザー独自の実験装置を設置することで高輝度光利
用実験ができます。

高エネルギー内殻光電子分光
2～60keVの高輝度単色光を利用して、運動エネルギー4.5keV以下の光電子の分光。全反射
条件から直入射まで角度分解測定もあわせた実験が可能。ナノテク材料で重要な微量の重元素
の化学状態の研究。

原子層制御結晶成長過程のその場観察
X線回析・反射法を用いたMBE法による化合物半導体の結晶成長のその場観察。
埋もれた界面、量子ナノドットの構造解析。

ナノ粒子・ナノドメインの静的・動的構造研究
X線スペックル測定による誘電体等のナノドメインの動的観察・解析。ナノ粒子のXAFS解
析。硬X線を利用した光電子分光によるナノ粒子の電子状態解析。

BL47XU

BL27SU

BL37XU

BL11XU

（原研）

BL14B1

（原研）

BL23SU

（原研）

BL15XU

（物材研）

BL15XU

（物材研）
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（原研）

BL22XU

（原研）

N５

N６

N７

N８

N９

N10

N11

N12

N13

N14
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トライアルユースは産業界等において、様々な

R&Dテーマを推進する上で直面している技術的な

問題・課題等について、SPring-8の高輝度放射光を

試験的に利用することにより放射光の有用性等が実

証でき、また、技術的ブレイクスルーが期待される

ものを対象に、SPring-8における産業利用促進及び

産学官連携利用推進の一環として行うもので、計画

の立案から実施、まとめに至る相談、技術支援、試

料作製・測定支援など、広範な支援を実施していま

す。また、年度毎に放射光利用における産業界の動

向を踏まえ、戦略的な重点分野を絞って実施します。

当財団では 2003Ｂからトライアルユース課題を重

点産業利用領域に指定しています。2005B利用期間

について以下の要領でご応募下さい。なお、国の先

端大型研究施設戦略活用プログラムとの二重応募を

受け付けますが、戦略活用プログラムが採択された

場合、本課題は不採択となります。

1．対象ビームラインとシフト数

BL19B2 産業利用ビームライン　21シフト程度

BL47XU 光電子分光・マイクロCTビームライン

若干シフト

2．トライアルユースの重点領域（年度ごとに指定）

硬X線による光電子分光応用、薄膜・微量元素の

構造解析・状態分析。

3．応募方法

今回からWebサイトを利用した電子申請となり

ます。以下のUser Informationウェブサイトから申

請して下さい。

User Information : http://user.spring8.or.jp/

トップページ＞ログイン＞課題申請

課題を申請するには、まずユーザーカード番号と

パスワードでログインする必要があります。まだユ

ーザーカード番号を取得していない方は、ユーザー

登録を行って下さい。なお、実験責任者は、ログイ

ンのアカウントがユーザー名で登録されるため、代

理で課題申請書を作成する場合は、実験責任者のユ

ーザーカード番号で作業の上、提出する必要があり

ます。その場合、アカウントやパスワードの管理は

実験責任者の責任の下でお願いします。

また、Web申請にあたり、申請者（実験責任者）

だけでなく共同実験者も全員ユーザー登録が必要と

なります。従って申請者（実験責任者）は、課題の

申請手続きを行う前に、共同実験者に対してユーザ

ー登録を行うように指示して下さい。

詳しい入力方法については165ページの「利用研

究課題の電子申請システムの運用開始」をご参照下

さい。

トライアルユース課題が不採択になった場合は一

般課題として「産業利用分科会」で審査しますので、

一般課題への二重申請は不要です。

4．応募締切

平成17年６月７日（火）午前10時JST

電子申請システムによる課題募集は今回が初めて

のため、予期せぬ動作不良等の発生も考えられます。

申請書の作成（入力）は時間的余裕をもって行って

頂きますようお願いいたします。Web入力に問題

がある場合は「7．申請に関する問い合わせ先」へ

連絡して下さい。

上記応募締め切り時刻までに連絡を受けた場合の

み別途送信方法の相談を受けます。申請が完了し、

データが正常に送信されれば、受理通知と申請者控

え用の誓約事項のPDFファイルがメールで送られ

ます。

5．トライアルユースについて

（1）支援

計画の立案から実施、まとめに至る相談、技術

支援、試料作製から実験装置の費用など、広範

な支援を実施します。

2005B重点トライアルユース課題の募集について

放 射 光 利 用 研 究 促 進 機 構

財団法人高輝度光科学研究センター

SPring-8の現状



（2）審査

提案された課題は、課題選定委員会の委嘱を受

けたトライアルユース課題選定委員会で審査さ

れます。

（3）課題選定の基準

・一般共同利用研究課題の審査基準の一つであ

る、（１）科学技術的妥当性の項目（イ）～

（ニ）のうち、

（ハ）期待される研究成果の産業基盤技術と

しての重要性及び発展性

（ニ）研究課題の社会的意義及び社会経済へ

の寄与度の観点を重視。（産業利用分科会と

同じ観点）

・戦略的重点分野との関連を重視。

・新規研究テーマ、新規利用者、新規産学官連

携利用を重視。

（4）報告書

利用報告書（SPring-8 User Experiment

Report）に加えて、別途トライアルユース課

題実施報告書の提出を求めます。

６．技術的問い合わせ先

産業利用推進室　コーディネーター

古宮聰（電子材料担当）

komiya@spring8.or.jp 

梅咲則正（無機・金属材料担当）

umesaki@spring8.or.jp

篠原邦夫（生命科学担当）

kshino@spring8.or.jp

杉浦正治（触媒担当）

sugiuram@spring8.or.jp

7．申請に関する問い合わせ先

〒679-5198 兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1

（財）高輝度光科学研究センター　利用業務部　　

平野志津／平野有紀

TEL：0791-58-0961 FAX：0791-58-0965

e-mail：sp8jasri@spring8.or.jp

8．審査結果の通知

平成17年８月初旬の予定
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萌芽的研究支援は、将来の放射光研究を担う人材

の育成を図ることを目的として、萌芽的・独創的な

研究テーマ・アイデアを有する大学院学生を支援い

たします。2005B期に放射光を利用する萌芽的研究

支援による利用研究課題を以下の要領により募集し

ます。

募集領域

放射光を利用する研究（一般利用研究課題に準ずる）

対象ビームラインは一般研究課題と同じです。

応募資格

大学院博士後期課程に在学する者でSPring-8にお

ける研究に対して主体的に責任を持って実行でき

る方。

なお、指導教員が申請を許諾し、SPring-8での実

験に対し責任を負える方に限ります。

支援内容

実験責任者に加え共同実験者のうち大学院生［博

士前期（修士）課程在籍者を含む］１名程度に

SPring-8までの旅費（滞在費込み）と若干の消耗品

費を支援します。

支援期間

2005B期

応募方法

今回からWebサイトを利用した電子申請となり

ます。以下のUser Informationウェブサイトから申

請して下さい。

User Information : http://user.spring8.or.jp/

トップページ＞ログイン＞課題申請

課題を申請するには、まずユーザーカード番号と

パスワードでログインする必要があります。

まだユーザーカード番号を取得していない方は、

ユーザー登録を行って下さい。

なお、実験責任者は、ログインのアカウントのユ

ーザー名で登録されます。

また、Web申請にあたり、申請者（実験責任者）

だけでなく共同実験者も全員ユーザー登録が必要と

なります。従って申請者（実験責任者）は、課題の

申請手続きを行う前に、共同実験者に対してユーザ

ー登録を行うように指示して下さい。

詳しい入力方法については165ページの「利用研

究課題の電子申請システムの運用開始」をご参照下

さい。

なお、誓約書をプリントアウトし、実験責任者と

指導教員の署名をして１週間以内に下記問い合わせ

先へ送付してください。

応募締切
平成17年６月７日（火）午前10時JST

（誓約書の送付期限　平成17年6月14日）

電子申請システムによる課題募集は今回が初めて

のため予期せぬ動作不良等の発生も考えられます。

申請書の作成（入力）は時間的余裕をもって行って

頂きますようお願いいたします。なお、Web入力

に問題がある場合は以下問い合わせ先へ連絡してく

ださい。上記応募締め切り時刻までに連絡を受けた

場合のみ別途送信方法の相談を受けます。申請が完

了し、データが正常に送信されれば、受理通知と申

請者控え用の誓約事項のPDFファイルがメールで

送られます。

審査について

一般利用研究課題としてSPring-8利用研究課題選

定委員会で審査されます。

審査結果の通知

平成17年８月初旬の予定

2005B 萌芽的研究支援　利用研究課題の募集について

放 射 光 利 用 研 究 促 進 機 構

財団法人高輝度光科学研究センター

SPring-8の現状



報告書について

本支援を受けたときは、課題終了後、通常の利用

報告書の他に支援対象研究に関する論文、或いは研

究報告書（A4和文5枚程度）を利用業務部へ提出し

てください。

問い合わせ先

〒679-5198 兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1

(財)高輝度光科学研究センター　利用業務部

「共用ビームライン利用研究課題募集係」

平野有紀、平野志津

TEL：0791-58-0961、FAX：0791-58-0965

e-mail : sp8jasri@spring8.or.jp

※なお、放射光に関わる加速器、ビームライン機器、

計測機器等の研究の募集については、

http://www.spring8.or.jp/j/user_info/c_f_grad2-05B/

をご参照下さい。
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1．はじめに
現在、平成17年度後期（2005B）の各種利用研究

課題の募集が行われていますが、本年５月10日から

インターネットを利用した電子申請システムの運用

を開始します。募集内容は本号掲載の利用研究課題

の各案内をご参照ください。

1997年10月のSPring-8供用開始以来、利用業務部

では、利用者支援のための情報システム整備の一環

として、頻繁に変わる利用制度に迅速に対応し、効

率的に事務処理を行うため、内製でシステム化を進

めてきました。しかし、ベースとなるハードウェア

およびソフトウェアの陳腐化、セキュリティに関す

る考え方の変化等、IT社会の急速な変化に追いつ

いていない部分も目立ってきています。平成14年９

月に国により行われた『大型放射光施設（SPring-8）

に関する中間評価報告』における提言（Webサイ

トを利用した申請方法の導入、効率的な事務処理等）

においても、利用業務部では施設利用者に対して、

今まで以上に利便性に優れたサービスを提供してい

くよう求められています。また、部内の事務処理、

さらには他部署との連携についても改善の余地があ

り、これらを支える業務システムの整備が急務とな

ってきたため、利用者支援システム全体を見直し、

再構築を行うこととなりました。

昨今の電子政府推進の取り組みにより、ほぼ全省

庁で電子申請システムが導入されています。しかし、

これらのシステムの多くは、特定のOSやブラウザ

の固有機能を用いた設計であることが多く、使用可

能な環境に制約があるのが実情です。本課題申請シ

ステムは、ユーザーのコンピューター環境に極力依

存しないよう構築されています。同時に、申請に必

要な入力項目は科学的専門性を持った内容が多いた

め、特殊文字の使用も可能にしています。しかし、

利用者支援システムは依然開発途上にあり全データ

ベースの連携が図られていないため、利用者の皆様

にはご迷惑をお掛けすることがあると思います。今

後もシステム整備を一層推し進めていきますので、

ご理解とご協力の程よろしくお願い致します。

2．課題申請システムの特長
本課題申請システムは、Webブラウザをインタ

ーフェイスに用いながら、紙ベースの申請書のメリ

ットも取り入れた設計を目指しました。本システム

には、次の特長があります。

・ユニコード 注1）に基づく入力文字種の多言語対応

・下書き機能を有し、作成作業の中断・再開が可能

・図表のアップロードが可能

・申請課題の履歴を保存し、随時参照可能 注2）

・誓約書を電子的に処理

・副本作成や郵送手続きが不要

・申請時に入力されたデータを引き継ぎ、採択から

課題終了時までに必要な書類等の作成を支援 注3）

また、本システムを用いた電子申請は、これまで

の方法と比べ、以下の点が異なります。

・ユーザー登録は、課題申請書の作成前に行う

→登録済のユーザーは、不要

・実行者登録は、課題申請と同時に完了

→採択後も変更可能

・誓約書注4）は、課題申請書と同時に電子申請

→ただし、成果専有及び萌芽的研究支援課題は署

名・捺印の上、別途提出の必要あり

本稿では、新システムを用いた課題申請の方法に

ついて、実際の作業の流れに基づき説明します。

3．課題申請の流れ
本システム上での課題申請の流れを図3-1に示し

ます。

利用研究課題の電子申請システムの運用開始

財団法人高輝度光科学研究センター
利用業務部
神辺　圭一、花田　昌彦、松本　亘

SPring-8の現状



まずはじめに、①SPring-8 User Information

Webサイト〔http://user.spring8.or.jp〕にアクセス

します。

続いて、これまでユーザー登録を行ったことがな

い方は②ユーザー登録ページへ、すでにユーザーカ

ード番号を持っている方は④課題申請ページに進み

ます。その際、ユーザー認証が必要なので、トップ

ページ上で③ログイン注5）してください。なお実験

責任者は、ログインアカウント注6）のユーザー名で

登録されるため、代理で課題申請書を作成する場合

は、実験責任者のユーザーカード番号で作業の上、

提出する必要があります注7）。

課題申請ページでは、紙ベースの申請書と同様に、

⑤新規作成→一時保存（※この時点では提出されな

い）→⑥内容の修正、といった流れで作業を進めま

す。一人のユーザーが複数の課題申請書注8）を作成す

ることも可能です。ただし、異なる課題申請書を同

時に編集することはできませんのでご注意ください。

申請書の自由記入欄の文面を作成する際は、あら

かじめ任意のテキストエディタ等を用いて下書きを

用意しておくことをお勧めします。これは、入力途中

にブラウザが強制終了した場合等に備えるためです。

課題申請書を提出するには、申請画面より⑧提出

のボタンをクリックします。データが正常に送信さ

れれば、メールによる受理通知が実験責任者宛へ送

られます。また、⑦締切１週間前に編集中の課題申

請書が残っている場合は、未提出である旨がメール

で送られてきます。

具体的な画面イメージと申請方法については、次

以降のセクションをご覧ください。なお、本文中の

図版の一部には、開発中の画面のキャプチャーを使

用しているため、実際のシステムとは細部の異なる

可能性があります。ご了承ください。

4．動作環境
課題申請システムはユニコード化されており、日

本語・英語以外の言語も入力可能な設計になってい

ます。そのため、古いバージョンのブラウザでは正

常に動作しないものもあるため、最新のブラウザの

ご使用をお勧めします。利用業務部が推奨するブラ

ウザは表4-1の通りです。

なお、ブラウザ以外の動作要件については、表4-2

をご覧ください。
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図3-1 課題申請フロー



5．SPring-8 User Information Webサイト
SPring-8 User Information（以下UIサイト）は、

これまで課題手続きの情報を提供してきたFor

Users Page〔http://4users.spring8.or.jp〕に代わる、

新しいWebサイトです［図5-1］。

UIサイトでは課題の電子申請の他にも、手続き

状況の確認、論文検索、SPring-8利用ガイド等の情

報を提供しています。未ログインの状態でも、

“SPring-8 利用案内”や“クイックリンク”といっ

た情報は閲覧できますが、UIサイトが提供するすべ

ての機能にアクセスするには、ユーザーカード番号

とパスワードの組み合わせからなるユーザー認証を

行う必要があります。なお、誤動作を防ぐため、UI

サイト内では、ブラウザの『戻る』ボタンは使用し

ないでください。特に、ユーザー登録ページや課題

申請システム上では、二重登録やデータの欠損とい

った重大なエラーを引き起こす可能性があるため、

ご面倒でも画面内のリンクから移動してください。

6．ユーザー登録
ユーザーカード番号を持っていない場合、あらか

じめ“ユーザー登録”を行い、アカウントを取得す

る必要があります。ユーザーカード番号とは、

SPring-8の利用者に発行される固有の番号のこと

で、最大７桁の数字からなっています。ユーザーカ

ード番号は、実験責任者だけではなく共同実験者に

も必要です。従って実験責任者は、課題の申請手続

きを行う前に、共同実験者に対してユーザー登録を

行うように指示してください。

ユーザーカード番号の発行は、トップページ＞ユ

ーザー登録＞新規登録 から行えます［図6-1］。

ユーザー登録ページ［図6-2］では、画面の指示に

従い、氏名／パスワード（※ログイン時に使用）／

生年月日／性別／所属先等の情報を入力します。

これらの情報は、本人確認にも使用しますので、

内容は正確に入力してください。

登録が完了するとその旨が画面に表示され［図6-3］、

メールでユーザーカード番号が通知されます。

休祝日・年末年始を除いて３日以上連絡がない場

合は、メールアドレスの記入間違い等が考えられま

すので、利用業務部までお問い合わせください。
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表4-1 動作確認済のブラウザ

表4-2 動作に必要な環境

図5-1 SPring-8 User Information Webサイト

図6-1 トップページメニュー（ユーザー登録）

SPring-8の現状

注9）



新規にユーザー登録をされた方は、この時点から

課題申請が可能となります。なお、余裕をもって課

題申請書を作成できるようにユーザー登録は早めに

行ってください。

以前ユーザー登録を行ったがパスワードを忘れた

方は、トップページ＞ユーザー登録＞登録内容変更

確認／変更 を選びます。続いて、ユーザーカード

番号とユーザー登録時に使用したメールアドレスを

入力してください［図6-4］。

パスワードが登録メール宛へすぐに送信されま

す。確認後は、セキュリティ保護のため、パスワー

ドの変更をお勧めします。なお、登録メールアドレ

スが現在使われていない、または間違って登録され

ている等の理由で受信できない場合は、利用業務部

まで別途ご連絡ください。

7．課題申請～ログイン
課題申請は、トップページ＞課題申請 から行い

ます［図7-1］。

ユーザー認証前は、課題申請書の入力ページにア

クセスできないので、トップページ上で必ずログイ

ンしてください［図7-2］。

ユーザー認証が済むと、図7-3のように画面が切

りかわります。ブラウザを終了または無操作の状態

が１時間続くと自動的に認証前の状態に戻ります

が、なりすまし注10）等を防ぐため、画面を離れる

際は意識的にログアウト注11）してください。

ユーザー認証が済んだら、課題申請ページへ進み

ます。なお、初回ログイン時のみ、図7-4のような

“使用許諾書”の画面が現れます。
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図6-2 新規ユーザー登録画面

図6-3 新規ユーザー登録完了のメッセージ

図6-4 登録パスワードの確認

図7-1 トップページメニュー（課題申請）

図7-2 ログインパネル（認証前）

図7-3 ログインパネル（認証後）

図7-4 電子申請サービス使用許諾書



使用許諾書には、UIサイト内の電子申請サービ

ス注12）における禁止事項や免責事項が書かれてい

ます。内容を熟読した上で、同意する場合のみ、

《同意します》をチェックしてください（※不同意

の場合は、課題申請システムは使用できません）。

また、ユーザー情報検索（後述10-2参照）の検索結
果に自分のユーザーカード番号を表示させたくない

場合は、“他のユーザーが、氏名および所属によっ

て検索することを許可しますか？”を《許可しない》

にします。この場合、実験責任者が検索機能を使っ

て自分のユーザーカード番号を探せなくなるため、

共同実験者になる場合は、あらかじめ実験責任者と

連絡を取ってください。

8．課題申請～課題種の選択
課題申請ページでは、新規作成、一時保存した課

題の再編集（後述10-9参照）、提出済の課題申請書
の内容確認のいずれかを選択します［図8-1］。

新たな課題申請書を書き始めるには、“新規”枠

の『NEW』ボタンをクリックします注13）。すると、

成果の形態及び課題種の選択画面に移動するので、

まず成果専有または非専有のいずれかを選択してく

ださい［図8-2］。

これは、成果公開の有無で申請可能な課題種が異

なるからです［図8-3・8-4］。

成果専有／非専有を決定すると、申請可能な課題

種の『START』ボタンの色が変わり、選択可能に

なります。続いて、希望する課題種の『START』

ボタンをクリックし、次のページへ進みます。なお、

リストには表示されているものの、成果専有／非専

有のどちらを選んでも有効にならない課題種につい

ては、特定のユーザー（パワーユーザー等）のみ申

請可能です。また、長期課題の申請を希望する方は、

事前に利用業務部までご連絡ください。

なお、各課題種の特徴は表8-5の通りです。

SPring-8 利用者情報／2005年５月　169

図8-1 課題申請書の選択例

図8-2 課題種のリスト（未選択）

図8-3 課題種のリスト（成果専有）

図8-4 課題種のリスト（成果非専有）

SPring-8の現状



9．課題申請～申請形式の選択（一般課題；成果非専有）
以下、特に記述のない限り、成果非専有の一般課

題の申請ページを元に説明します。緊急課題／重点

課題も、基本的には一般課題と同様です。

まず、申請形式（新規／継続／留保／一年）を選

択します［図9-1］。

各区分の説明は、表9-2の通りです。

継続課題を選択する場合は、前回の課題番号を

《2005A0000》のように入力します［図9-3］。

その際、ひとつめのハイフン以降の記号は入力不

要です注14）。またいずれの形式でも、蛋白質結晶構

造解析の課題を申請する場合は、該当欄をチェック

してください。

なお、一度選択した課題種・申請形式は後から変

更することができません注15）。選択した内容を確認

の上、次のステップに進んでください。

10-1．課題申請～基本情報（一般課題；成果非専有）
このページの入力項目から、再編集が可能となり

ます。締切前であれば、作業を途中で中断し、随時

再開することも可能です。
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表8-5 課題種と特徴

図9-1 申請形式の選択例

図9-3 申請形式の選択例（長期課題）

表9-2 申請形式の種類



課題情報の入力ページは、左側に並んだメニュー

と右側の記入欄から構成されます［図10-1-1］。

記入欄は、表10-1-2に示すカテゴリーに分かれて

おり、メニュー＞ページ移動 下の各スイッチをク

リックすることで、ページが切りかわります。

入力する順番に決まりはありません。記入しやす

いカテゴリーから作業を始めることもできます。

ある程度入力作業が進んだら、メニュー＞保存

の『一時保存』をクリックし、データを保存してく

ださい。サーバ側に作成中の課題申請書が記録され

ます［図10-1-3］。

これにより、途中でブラウザを終了しても、保

存時の状態から再開することができます。なお、

セキュリティ保護のため、作業終了後は必ずメニ

ュー＞移動 から、『ログアウト』してください注16）

［図10-1-4］。

なお、本課題申請システムは多言語に対応してい

るため、自由記入欄ではユニコードで定義されてい

る全文字種の入力・登録が可能です注17）。キーボー

ドから直接打つことのできない特殊文字を入力する

方法については、利用しているオペレーティングシ

ステムまたはインプットメソッド注18）のマニュア

ルをご覧ください。
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図10-1-1 基本情報ページ

表10-1-2 入力項目のカテゴリー

図10-1-3 課題申請書の一時保存メッセージ

図10-1-4 ログアウト時のメッセージ

SPring-8の現状



基本情報のページでは、実験課題名や審査希望分

野、研究分野・手法、希望ビームラインといった課

題申請書の基本となる情報を入力します。“審査希

望分野”“研究分野分類”“研究手法分類”の各欄に

は選択欄（ポップアップメニュー）が二つあります

が、これは大項目と小項目に当たります［図10-1-5］。

また、“セベラルバンチ希望順位”は、“特殊な運

転モード”の項目で《セベラルバンチ》を選んだ場

合のみ選択可能です。

10-2．課題申請～共同実験者（一般課題；成果非専有）
メニュー＞ページ移動 の『共同実験者』を選ぶ

と、共同実験者の登録ページへ移動します。共同実

験者として登録したいメンバーのユーザーカード番

号を入力し、『ユーザー情報参照』ボタン（画面下

部またはメニュー＞操作）をクリックすると、対応

するユーザー情報（氏名／所属）が自動的に補完さ

れます［図10-2-1］。

なお、ここで登録した共同実験者は、採択後に変

更することも可能です。

６名以上のメンバーを登録したい場合は、メニュ

ー＞操作 から『一行追加』をクリックしてくださ

い。記入欄が追加されます注19）［図10-2-2］。

また、メンバーのユーザーカード番号が分からな

い場合は、メニュー＞操作 の『ユーザー情報検索』

をクリックします。すると、検索画面が別ウインド

ウとして表示されるので、メンバーの氏名または所

属を手がかりに、ユーザーカード番号を調べること

が可能です［図10-2-3］。

検索結果に該当するメンバーが含まれている場合、

その部分をクリックすることで、共同実験者リストに

当該メンバーを挿入することができます［図10-2-4］。

なお、ユーザーの申し出により、検索結果に情報

が表示されないこともあります。その場合は、『ユ

ーザー情報検索』からユーザーカード番号を調べら

れないため、メンバー本人に直接ユーザーカード番

号を確認してください。
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図10-1-5 項目の選択例

図10-2-2 一行追加

図10-2-3 ユーザー情報検索の例

図10-2-1 共同実験者の登録例

図10-2-4 検索結果の挿入



10-3．課題申請～安全に関する記述、対策（一般課
題；成果非専有）
メニュー＞ページ移動 の『安全に関する記述、対

策』を選ぶと、測定試料・物質、持ち込み機器・機

材に関する記入ページに切りかわります［図10-3-1］。

“安全に関する手続きが必要なもの”がある場合、

ポップアップメニューから該当する項目を選択して

ください［図10-3-2］。

また、動物を持ち込む場合は、《持ち込み有》を

チェックします。

“測定試料及びその他の物質”の記入欄は、物質

名／形態（形状）／量／性質／使用目的／保存方法

及び処理方法／安全対策 の各項目からなります。

記入欄は各項目とも５行ありますが、もし６つ以上

の測定試料を記入したい場合は、メニュー＞操作

より『行追加（測定試料及びその他の物質）』をク

リックしてください。

一方、“持ち込む装置、器具”の記入欄は、装置

名／仕様／安全対策 の各項目で構成されています。

測定試料の項目と同様に、６つ以上の機器を入力し

たい場合は、メニュー＞操作 より『行追加（持ち

込む装置、器具）』をクリックします。

なお、画面解像度によっては、これらの記入欄

（フォーム）の幅が小さくなるため、入力しにくい

場合があります。誤動作や入力ミスを防ぐためにも、

あらかじめ表計算ソフト等で下書きを作成し、デー

タを貼りつけることをお勧めします。

10-4．課題申請～提案理由など／実験方法（一般課
題；成果非専有）
メニュー＞ページ移動 の『提案理由など』を選

ぶと、研究の意義・目的・特色・期待される成果、

準備状況、発表論文リストの記入ページへ移動しま

す［図10-4-1］。

また同様に、メニュー＞ページ移動 の『実験方

法』を選ぶと、実験方法、ビームライン選定理由、

使用するエネルギー、シフト数算出の根拠等の情報

を入力するページが表示されます［図10-4-2］。
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図10-3-1 安全に関する記述、対策の記入例

図10-4-1 提案理由などの記入例

図10-4-2 実験方法の記入例

図10-3-2 “安全に関する手続きが必要なもの”



これらの項目は自由記述欄ですが、システム上、

各フォームには字数制限を設けています注20）。字数

の上限を表10-4-3に示します。

本システムでは、説明のための図表（画像ファイ

ル）を最大３ファイルまで添付（アップロード）で

きます。（後述10-5参照）。ただし、説明文中に画像
ファイルを挿入した状態で表示することはできない

ため、必要な場合は図表を当てはめる位置に、対応

するキャプション（Fig.1～Fig.3）を記述してくだ

さい［図10-4-4］。

10-5．課題申請～画像ファイル添付（一般課題；成
果非専有）
メニュー＞ページ移動 の『画像ファイル』を選

ぶと、説明に使用する図表をアップロードするため

のページへ移動します［図10-5-1］。

Fig.1～Fig.3枠の『ファイルを選択』ボタンをク

リックすると、ファイルを指定するダイアログが現

れます［図10-5-2・図10-5-3］。

添付可能な形式は、JPEG（.jpg/ .jpeg）・GIF

（.gif）・PNG（.png）のみです。各ファイルのサイ

ズは1MB以内にしてください。また、拡張子注21）

のないファイルはアップロードできません。

ファイルを指定すると、添付する画像ファイルの

名前が表示されます。ファイル名を確認し、『アッ

プロード』ボタンをクリックしてください［図10-5-4］。
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表10-4-3 自由記入欄の字数上限

図10-4-4 添付画像に対応するキャプションの記述例

図10-5-1 画像ファイル添付ページ

図10-5-2 『ファイルを選択』ボタン

図10-5-3 ファイル選択ダイアログ

図10-5-4 『アップロード』ボタン

※日本語の申請ページで英文記述をした場合は、日本語の
字数制限が適用されます。



アップロードが完了すると、図10-5-5のようなサ

ムネール注22）が現れます。

図表の詳細を確認したい場合は、サムネールをク

リックしてください［図10-5-6］。

すでにアップロードした図表を置き換える場合

は、該当するFig.枠上で新たな画像ファイルを選択

し、『アップロード』ボタンをクリックしてくださ

い。その際、図10-5-7のような確認メッセージが表

示されるので、書き換えてもよい場合のみ『OK』

ボタンをクリックします。

一方、図表を消したい場合は、該当するFig.枠

の『削除』をクリックすることで消去可能です

［図10-5-8］。

10-6．課題申請～構造解析の対象（一般課題；成果
非専有）
申請形式の選択ページで“蛋白質結晶構造解析”

をチェックした場合、メニュー＞ページ移動 に

『構造解析の対象』が追加されます［図10-6-1］。

記入欄は、サンプル名／分子量（生物学的単

位）／分子量（結晶学的非対称単位）／同種・類似

分子の構造解析例／類似分子名／１次構造の相同性

（%）／結晶化（３項目）／予備的回折実験（4項

目）／予定している解析法（４項目）／クライオ実

験の準備状況の各項目からなります［図10-6-2］。

構造解析の対象は３種類までしか記入できないた

め、欄が不足する場合は利用業務部までお問い合わ

せください。

なお、画面解像度によっては、これらの記入欄

（フォーム）の幅が小さくなるため、入力しにくい

場合があります。誤動作や入力ミスを防ぐためにも、

あらかじめ表計算ソフト等で下書きを作成し、デー

タを貼りつけることをお勧めします。

補足：“蛋白質結晶構造解析”選択時の『実験方

法』記入欄は、ビームライン選定の理由並びにシフ

ト数算出の根拠のみとなります。

SPring-8 利用者情報／2005年５月　175

図10-5-5 添付ファイルのサムネール

図10-5-6 アップロードした画像ファイルの確認例

図10-5-8 添付画像の消去

SPring-8の現状

図10-6-1 “蛋白質結晶構造解析”の選択例

図10-6-2 蛋白質結晶構造解析の記入例

図10.5.7 添付画像の置き換え確認のメッセージ



10-7．課題申請～ナノテクノロジー総合支援プロジ
ェクト（ナノテク課題）
課題種の選択ページで、“ナノテクノロジー支援”

を選んだ場合、メニュー＞ページ移動 に『ナノテ

クノロジー総合支援プロジェクト』が追加されます

［図10-7-1］。

記入欄は、支援テーマNo.／ナノテクノロジー分

野における位置づけ・重要性／期待されるナノメー

ター領域の技術、科学または産業分野／希望する支

援／支援の具体的内容 の各項目からなります。シ

ステム上、自由記入欄［表10-7-2］の各フォームに

は字数の上限を設定しています。

補足：“ナノテクノロジー支援”の申請形式の選

択画面では、常に《無指定》を選択してください

［図10-7-3］。

10-8．課題申請～成果専有（成果非公表）
成果専有で申請する場合は、課題申請書の他に、

ビーム使用に関わる同意書を提出する必要がありま

す。当該のフォームをUIサイトよりダウンロード

し、実験責任者並びに所属機関の成果専有基本契約

責任者の署名・捺印の上、別途郵送してください。

10-9．課題申請～課題申請書の再編集
ログアウト後に編集を再開するには、ユーザー認

証後、課題申請ページへ進み、“編集中”枠から該

当する課題申請書の『OPEN』ボタンをクリックし

ます［図10-9-1］。

すると、前回の保存内容が確認画面として表示さ

れるので、メニュー＞ページ移動 から編集したい

カテゴリーのスイッチを選びます［図10-9-2］。

編集作業後は、メニュー＞保存から『一時保存』を

クリックし、入力内容を忘れずに保存してください。
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図10-7-1 ナノテクノロジー総合支援プロジェクトの記入例

表10-7-2 自由記入欄の字数上限

図10-7-3 申請形式の選択例（ナノテクノロジー支援）

図10-9-1 編集中の課題申請書の例

図10-9-2 保存内容の確認例



10-10．課題申請～課題申請書の提出
課題申請書を提出するには、メニュー＞保存 の

『入力内容確認・提出』をクリックします。すると、

入力内容の確認画面が現れるので、内容に問題がな

ければ、同じくメニュー＞保存 より『提出』を選

びます。その際、誓約事項を確認の上、《同意》に

チェックを入れてください。続いて、最終確認のメ

ッセージが表示されるので、『OK』ボタンをクリッ

クすると課題申請書が提出されます［図10-10-1］。

提出後は、申請内容の再編集はできないのでご注

意ください。

課題申請書が受理されると、実験責任者宛に課題

番号と誓約書の申請者控え用PDFファイルがメー

ルで送られます注23）。なお、提出した内容は、課題

申請書の選択ページの“提出”枠から確認できます

［図10-10-2］。

11．最後に
電子申請システムによる課題募集は今回が初めて

のため、予期せぬ動作不良等の発生も考えられます。

利用業務部では、動作テストを繰り返し行ってきま

したが、万が一不具合等を発見されましたら、利用

業務部までご連絡ください。また、UIサイト内に

も不具合報告や改善要望などを受け付ける電子目安

箱を設置していますので、こちらもあわせてご利用

ください。

なお、課題申請書の作成・提出は余裕をもってお

願いいたします。

脚注
注１）多国語処理を可能にした文字体系

注２）今回の申請分から有効です

注３）現バージョンには未実装の機能もあります。

順次対応予定です

注４）実験責任者が、共同実験者の指導も含め、責任

をもって課題を実施することを契約するもの

注５）ユーザーカード番号とパスワードを入力し、

ユーザー個別のページに入ること

注６）サービスを利用するために必要な権限のこと

注７）ただし、アカウントやパスワードの管理は実

験責任者の責任の下でお願いします

注８）正確には課題申請データですが、ここでは従

来の紙ベースと同じ呼称に統一します

注９）ブラウザ側のバグ（不具合）のため

注10）他人のアカウントを盗用し、悪意をもって申

請行為等を行うこと

注11）ログイン状態を解除すること

注12）電子申請サービスには、ユーザー登録・課題

申請システム以外に、ユーザーが採択／実験

後に使用する電子システムも含みます

注13）初回申請時は、図8.1の“編集中”“提出済”

枠には何も表示されません

注14）現行バージョンには、課題番号から以前の課

題情報を取り出し、入力項目を自動補完する

機能は未実装です

注15）変更が必要な場合は、最初から入力し直す必

要があります

注16）課題申請書のデータは自動的には保存されな

いので、ログアウト前に必ず、メニュー＞保

存 から『一時保存』を実行してください

注17）ただし、画面表示される文字種は、インスト

ールされているフォントに依存します

注18）かな漢字変換プログラムのこと

注19）欄がすべて埋まった状態で『ユーザー情報参

照』ボタンをクリックしても、行が自動的に

追加されます

注20）これはシステム側の上限値であり、最大に近

い文字数で入力することを求めるものではあ

りません

注21）ファイルの種類を表す3～4文字の文字列のこと

注22）縮小画像のこと

注23）機密保持のため、課題申請書の内容は送られ

ません
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図10-10-1 課題申請書の最終提出確認のメッセージ

図10-10-2 提出済の課題申請書の例

SPring-8の現状
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◎平成17年1～3月の運転・利用実績
SPring-8は１月24日から２月18日まで第１サイク

ルの運転を行い、２月28日から３月25日まで第２サ

イクルの運転を行った。共に入射系加速器のTop-up

性能向上のための運転を実施し、蓄積リングは引き

続き運転を停止して、台風被害の恒久的復旧工事及

び以下の作業・点検を行った。

1．蓄積リング運転停止中の主な作業
（1）マシン及びビームライン関係

①インターロック配線及びロジック変更

②レベル・水平面内測量作業

③HLS取付工事

④PDAB交換及びSIPケーブル位置変更

⑤ネットワーク配線作業

⑥VME電源交換作業

⑦既設挿入光源メンテナンス作業

⑧新規BL建設及び既設BL増設作業

⑨その他作業及び点検

（2）ユーティリティ関係

①蓄積リング棟屋根損傷部分復旧工事

②マシン冷却水増量及び膜脱気装置設置工事

③空調用自動制御機器保守点検作業

④その他定期点検・整備作業

（3）安全管理関係

①放射線モニター定期点検

②インターロック盤配線変更

③マシン収納部遮蔽扉追加作業

④その他作業及び点検

2．装置運転関係
（1）蓄積リング関係

①蓄積リングは、放射線管理区域を解除して台

風被害の恒久的復旧工事を行っていたが、被

災箇所の復旧工事が完了したため、予定通り

４月１日に放射線管理区域の再設定を行った。

（2）入射系加速器関係

②２月28日10時９分に制御系ファイルサーバー

のハードディスク２台のうち１台が故障し

た。この影響で、サーバーのパフォーマンス

が低下し、データー収集系のエラーが継続的

に出力された。加速器の運転及び制御自体に

は問題なく、運転を停止せずに修理を行い22

時30分に復旧している。

◎平成17年4月の運転・利用実績
SPring-8は４月４日から４月21日まで３週間連続

運転モード（マルチバンチ運転）で第３サイクルの

運転を実施している。

第３サイクルの運転・利用実績については次号に

て掲載する。

◎今後の予定
（1）４月22日から５月10日までを中間点検期間とし、

加速器やビームラインに係わる機器の改造・点

検作業、また電気・冷却設備等の機器の点検作

業等を行う予定である。

（2）５月11日から6月13日まで５週間連続運転モー

ドで第４サイクルの運転（セベラルバンチ運転）

を実施する予定である。詳細な運転条件につい

ては決定しだい、ユーザーに報告する。

◎平成17年度のSPring-8運転計画
SPring-8では平成17年度（平成17年４月～平成18

年３月）の運転を以下のように計画している。但し、

本計画は現在のところ確定されたものではなく、特

に夏期の長期運転停止期間以降の運転計画について

は、今後の検討により修正される。

正式に運転計画が決定され次第、SPring-8ホーム

ページや利用者情報誌等でお知らせする。

（1）運転予定表

別図１に平成17年度（2005年度）の運転計画

SPring-8運転・利用状況

財団法人高輝度光科学研究センター

研究調整部

SPring-8の現状



を示す。

（2）運転計画の内訳

①サイクル数

平成17年度は合計７サイクル（平成17年；

第３～第８、平成18年；第１）の運転を予定

している。

②運転停止期間

サイクル間の運転停止以外の主な長期運転停

止期間は、以下の通りである。

・中間点検 ４月22日～５月10日

・夏期停止 ８月６日～９月14日

・冬期停止 12月24日～平成18年２月26日

（3）運転スペック等

各サイクルの詳細な運転スペック（蓄積電流

値やバンチ運転、フィリング等）については、

利用者の要望等を踏まえ、各サイクル開始前に

開催される「スケジュール会議」で、検討・調

整をする。

会議で決定された運転スペックについては、

すみやかにSPring-8ホームページ等でお知らせ

する。

（4）注意事項

夏期の運転停止期間以降の運転計画ついて

は、今後の検討により変更される可能性がある。
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NET Sum Total：実際に登録されている件数（本表に表示していない実験以外に関する文献を含む）              
複数ビームライン(BL)からの成果からなる論文はそれぞれのビームラインでカウントした。              
このデータは論文発表等登録データベース（http://4users.spring8.or.jp/publ/）に2005年3月31日までに登録されたデータに基づいており、今後変更される
可能性があります。また、このデータをPDFファイル化したものがSPring-8論文検索ページ（http://www.spring8.or.jp/JAPANESE/publication/paper_no/） 
でダウンロードできます。              
              
・本登録数は別刷等でSPring-8で行ったという記述が確認できたもののみとしています。SPring-8での成果を論文等にする場合は必ず 
SPring-8 のどのビームラインで行ったという記述を入れて下さい。  

論文発表の現状

財団法人高輝度光科学研究センター　利用業務部

年別査読有り論文発表登録数（2005年3月31日現在）

＊利用業務部が別刷りなどの資料を受け取り、SPring-8を利用したという記述が確認できたもののみをカウント

SPring-8の現状
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Journals：査読有りの原著論文、査読有りのプロシーディングと査読有りの学位論文         
Proceedings：査読なしのプロシーディング         
Others：発表形式が出版で、上記の二つに当てはまらないもの（総説、単行本、賞、その他として登録されたもの）         
NET Sum Total：実際に登録されている件数（本表に表示していない実験以外に関する文献を含む） 
複数ビームライン(BL)からの成果からなる論文等はそれぞれのビームラインでカウントした。         
         
・本登録数は別刷等でSPring-8で行ったという記述が確認できたもののみとしています。SPring-8での成果を論文等にする場
合は必ずSPring-8のどのビームラインで行ったという記述を入れて下さい。          
 

成果発表出版形式別登録数（2005年3月31日現在）

＊利用業務部が別刷りなどの資料を受け取り、SPring-8を利用したという記述が確認できたもののみをカウント
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・課題の成果として登録された論文
Journal of Molecular Biology

Physical Review Letters

最近SPring-8から発表された成果リスト

財団法人高輝度光科学研究センター
利用業務部

SPring-8において実施された研究課題等の成果が公表された場合はJASRIの成果登録データベースに登録していた
だくことになっており、以下のホームページから検索できます。

http://4users.spring8.or.jp/publ/

このデータベースに登録された原著論文の内、平成17年2月～3月にその別刷もしくはコピー等を受理したもの（登
録時期は問いません）を以下に紹介します。論文の情報（主著者、巻、発行年、ページ、タイトル）に加え、データベ
ースの登録番号（研究成果番号）を掲載していますので、詳細はホームページでご覧いただくことができます。また実
施された課題の情報（課題番号、ビームライン、実験責任者名）も掲載しています。課題番号は最初の4文字が「year」、
次の1文字が「term」、後ろの4文字が「proposal no.」となっていますので、この情報から以下のHPで公表している、
各課題の英文利用報告書（SPring-8 User Experiment Report）を探してご覧いただくことができます。

http://www.spring8.or.jp/e/user_info/user_ex_repo/

今後利用者情報には発行月の2ヶ月前の月末締めで、2ヶ月分ずつ登録された論文情報を掲載していく予定ですが、
ホームページは毎日更新されていますので、最新情報はホームページをご覧ください。なお、実験責任者のかたには、
成果が公表されましたら速やかに登録いただきますようお願いいたします。
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Cai Yong

Cai Yong

雨宮慶幸

Crystal Structures and Electron Micrographs of Fungal

Volvatoxin A2

Crystal Structure of Escherichia coli Thioesterase

I/Protease I/Lysophospholipase L1: Consensus Sequence

Blocks Constitute the Catalytic Center of SGNH-hydrolases

through a Conserved Hydrogen Bond Network

Crystal Structure of the Alginate (Poly α-L-guluronate)

Lyase from Corynebacterium sp. at 1.2Å Resolution

Identification of Single Mn2+ Binding Sites in the Mutant

Proteins of E. coli RNase HI at Glu48 and/or Asp134

by X-ray Crystallography

Transformations in the Intermediate-Range Structure of

SiO2 Glass under High Pressure and Temperature

Monomer Structures of Water Adsorbed on p(2 × 2)-Ni(111)-O

Surface at 25 and 140 K by Surface X-Ray Diffraction

Ordering of Hydrogen Bonds in High-Pressure Low-

Temperature H2O

Observation of the Transient Rotator Phase of n-Hexadecane

in Emulsified Droplets with Time-Resolved Two-Dimensional

Small- and Wide-Angle X-Ray Scattering 

主著者 研究成果番号 課題番号 ビームライン 実験責任者 タイトル巻、発行年、ページ
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on Photoisomerization-Controlled Coordination Change

of Azobenzene-bipyridine Ligands to Copper

Guest Shape Responsive Fitting of Porous

Coordination Polymer with Shrinkable Framework

X-ray Scattering Topographic Observation for ZnSe

and ZnTe Bulk Crystals

Real-Time Observation of Surface Morphology of

Indium Phosphide MOVPE Growth with using X-ray

Reflectivity Technique
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The Kondo Resonance in Electron Spectroscopy
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Post-Aragonite Phase Transformation in CaCO3 at 40

GPa

Direct Observation of Hydrogen Molecules Adsorbed

onto a Microporous Coordination Polymer

X-ray Diffraction Measurements of Internal Strain in Si

Nanowires Fabricated using a Self-Limiting Oxidation Process

Responses of GafChromic Films for Distribution of

Extremely High Doses from Synchrotron Radiation

Crystal Structure of a Biologically Functional Form of

PriB from Escherichia coli Reveals a Potential Single-

Stranded DNA-Binding Site

Crystallization and Preliminary X-Ray Crystallographic

Analysis of Plant Ferritin from Glycine Max

Crystal Structures of Collagen Model Peptides with

Pro-Hyp-Gly Repeating Sequence at 1.26 Å

Resolution: Implications for Proline Ring Puckering

X-ray Diffraction of Multiwalled Carbon Nanotube under

High Pressure: Structural Durability on Static Compression
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Post-Perovskite Phase Transition in MgSiO3

Development of a New Holographic Method with

Resonant X-ray Scattering

The Origin of the Phase Separation in Partially

Deuterated κ-(ET)2Cu[N(CN)2]Br Studied by Infrared
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Low-Energy Auger- and Photo-Electron Effects on the Degradation of

Thymine by Ultrasoft X-Irradiation

The Cyrtal Structures of the Ferric and Ferrous Forms of the Heme

Complex of HmuO, a Heme Oxygenase of Corynebacterium diphtheriae

Crystal Structures of Type II Restriction Endonuclease EcoO109I and

Its Complex with Cognate DNA

Development of Scanning Type Synchrotron Radiation Mossbauer

Microscope Using Focused X-Ray

Sample Management System for a Vast amount of Frozen Crystals at

SPring-8

Enhancement of Incoherent Elastic Scattering with Magnetic

Ordering in the Energy Spectra of Nuclear Resonant Scattering

Coupling of Betatron Oscillations in a Low Emittance Synchrotron

Radiation Source

Resonant Inelastic X-ray Scattering Study of the Hole-Doped

Manganites La1-xSrxMnO3 (x=0.2, 0.4)

Specific Collapse Followed by Slow Hydrogen Bond Formation of β-

Sheet in the Folding of Single Chain Monellin

Macroscopic Separation of Dense Fluid Phase and Liquid Phase of

Phosphorus
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SPring-8利用者情報誌2000年５月号に、「BL02B2

における精密構造物性研究」と題した記事を執筆し

た［1］。これは、題名から予想される内容とは異な

り、BL02B2に我々が中心になり立ち上げた大型デ

バイ-シェラーカメラの装置の紹介が主な内容で、

標準試料の測定結果を載せただけの記事でした。装

置を立ち上げて、「さあ、これから精密構造物性研

究をするぞ！」と言う意気込みで書いた記事である。

私（MS）が立ち上げグループの年長者だったので、

そのような記事を書いたと記憶している。最近、後

述するが思わぬ評価を得たので、これを機会にもう

一度記事を書かせてもらうことにした。

現在、BL02B2の大型デバイ-シェラーカメラは、

順調に稼動し、公表された論文から判断して、大き

な成果を挙げていると思っている［2］。これは、構

造物性を必ずしも専門としない、多くの優秀なユー

ザーに使ってもらえたことによるものと思ってい

る。その様に、多くのユーザーを引き付けることが

出来たのは、SPring-8の光の特性と装置のデザイン

が、非常に良くマッチした結果であると思う。

SPring-8の光の特性を全て生かしているわけではな

いが、やはり、この装置はSPring-8に設置されて、

初めて威力を発揮する。当初から、マッチングの良

い装置であると自負していたので、この点が実証さ

れ大変満足に思っている。間接的に聞いた話である

が、佐々木泰三先生の言葉によると「粉末法と言う

マイナーリーグの選手をイチローに育てるのに成功

した」、と言うところであろうか。イチローとは思

っていないが、レギュラーは獲得したのだろう。い

ずれにしろ、SPring-8と言うフィールドがあって、

初めて、可能であったことは間違いない。

現在では、多くのユーザーが、３～６シフトの比

較的短いビームタイムで、精度の高いデータを収集

して行くが、立ち上げ当初は、色々なトラブルに見

舞われた。最も大きなトラブルは、高調波がカット

出来なかったことである。モノクロメーターはシリ

コン（111）を使っているので、２倍周期の波長の

X線は無いのだが、何と３倍周期のＸ線がモノクロ

を通って来ることが分かった。３倍周期のＸ線が混

入していては、この装置で何の研究も出来ない。立

ち上げグループとしては、一大事である。全ての時

間を使って、原因を調べたところ、立ち上げグルー

プの結論は、第１段の光学素子に使っているシリコ

ンミラーの白金コーティング膜が薄すぎて、３倍周

期のＸ線がカットされていない、と言うものであっ

た。しかし、一度納入されたミラーの再コーティン

グとなると、大きなミラーを工場に送り返して行う

ことになり、すぐに出来るわけでは無い。さらに詳

細に調べるため、光学系グループの協力によりミラ

ーのコーティングを調べてもらった所、やはり白金

のコーティング膜が薄いことが分かった。それから、

工場に運んで再コーティングしてもらい、再度、標

準試料を測定したところ、３倍周期の高波長Ｘ線が

カットされた、きれいなデータを測定することが出

来た［3］。装置が納入されてから、半年が経ってい

た。それ以外にも、初期トラブルは、特に、低温関

係では、一杯あったが、立ち上げグループの頑張り

により解決することが出来た。

一応、実験することの出来る体制が整ったので、

2000年８月21日～25日にドイツ、ベルリンで開催さ

れたSRI2000で、BL02B2の大型デバイ-シェラーカ

メラの特性をまとめて発表することにした。装置の

論文は、研究成果の論文に比べて、大変面白いと言

うわけには行かないので、やはり、年長者の私

（MS）が中心になって以下の論文にまとめた。

“The large Debye-Scherrer camera installed at

SPring-8 BL02B2 for charge density studies. ”

by E. Nishibori, M. Takata, K. Kato, M. Sakata, Y.

ビームライン
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BL02B2に設置された大型デバイ-シェラーカメラついて

名古屋大学　

坂田　誠、西堀　英治、青柳　忍

岡山大学　　　　 黒岩　芳弘

大阪府立大学　　　　久保田　佳基

財団法人高輝度光科学研究センター　

高田　昌樹、加藤　健一
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Kubota, S. Aoyagi, Y. Kuroiwa, M. Yamakata, N.

Ikeda

山片さんと池田さんは、当時、ビームライン担当

者と言うことで、筆者に加わっていただいた。この

論文は、レフリーを受けプロシーディングスとして

Nuclear Instruments and Methods in Physics

Research A誌に発表された［4］。SRI2000は、

SPring-8の立ち上がった時期とちょうど重なってお

り、多くの方がSPring-8からも参加していたことを

記憶している。国際会議のプロシーディングスは、

研究者の間では投稿論文よりも、多少軽んじられて

いるように思う。それでも、装置の論文をプロシー

ディングスに書いたので、立ち上げグループとして

は、一応の、責任を果たしたと言うのが、正直な感

想でした。そして、記憶のかなたに消えて行った。

最近になって、一通の葉書が届いた。見た目は、

葉書と言うよりも写真である。その写真の表裏が、

図１である。その写真から分かるように、大きく

“Congratulations, M. Sakata”と書いてあった。ま

た怪しげな商売の葉書かと思ったら我々の書いた論

文のタイトルが書いてあった。そこで、よく読んで

みると

“Since 2000, you have had 47 citations to your

article,…. This means that the number of citations

your article received places it in the top 1% within

its field according to Essential Science Indicators SM.

Your work is highly influential, and is making a

significant impact among your colleagues in your

field of study.”と言うことで、“Web of Science”

を運営しているThomson社が知らせてきたもので

あった。我々の論文が“非常に影響力があり、同じ

分野の研究者にかなりのインパクトを与えている”

と言うフレーズには、研究者としてグッと来るもの

があった。正直な感想は、全く予想していなかった

ので、純粋に嬉しかった。

Essential Science Indicators SMと言う、指標を

自分たちで作って、いわば勝手に全ての論文の

Citationを調べて、一方的に“Congratulations”を

送ってきただけの話しなので、特に、取り上げる必

要が無いのかもしれない。しかし、客観的なデータ

に基づいてなされた一つの評価であることは間違い

ない。科学・技術の世界も、評価・競争の時代に入

っているのだろう。その様な時代にあっては、これ

も一つの成果かと思い、もしかしたら、利用情報誌

の記事に良い題材かと思い執筆した次第です。尚、

現在のCitation数は、54です。

図1 THOMSON社から送られてきた葉書。（a）裏、（b）表

（a）

（b）
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2001A期（平成13年２月～平成13年６月）及び

2001B期（平成13年10月～平成14年２月）に各１件

特定利用課題（現：長期利用課題）として採択しま

した2課題につきましては、2003B期（平成15年９

月～平成16年２月）及び2004A期（平成16年２月～

平成16年７月）で終了し、それぞれの課題の事後評

価が実施され、その評価結果、成果リストについて

は、前回利用者情報誌（Vol.10, No.2）に掲載致し

ました。

今号では、２課題のうち、１課題の研究内容につ

いて紹介致します。なお「〔課題名〕：高圧下におけ

る実験的精密構造物性研究手法の開発」につきまし

ては、次回利用者情報７月号（Vol.10, No.4）に掲

載致します。

（1）〔採択時課題番号〕2001B0009-LS-np

〔課題名〕高分解能軟X線励起による高温超伝導

物質および関連物質のバルク敏感角

度分解光電子分光：光電子分光によ

る高温超伝導体バルク電子状態研究

のブレークスルーを目指して

〔実験責任者〕菅　滋正（大阪大学）

〔実施シフト／ビームライン〕

2001B0009-LS-np BL25SU 36シフト

2002A2009-LS-np BL25SU 42シフト

2002B3009-LS-np BL25SU 38シフト

2003A4009-LS-np BL25SU 44シフト

2003B5009-LS-np BL25SU 39シフト

2004A6009-LS-np BL25SU 42シフト

計241シフト

2001Bに採択され2004Aで終了した長期利用課題の研究紹介

財団法人高輝度光科学研究センター
利用業務部

1．はじめに
高分解能の光電子分光は強相関電子系物質の電子

状態の研究に欠かすことの出来ない手段である。特

にhν=20～120eV領域の比較的低い光エネルギーで

は高いエネルギー分解能を実現しやすいだけでな

く、さらにエネルギーhνが高い数百とか数千eVに

比べて光電子励起断面積が数十倍から数桁も大きい

ので盛んに光電子分光研究が行われてきた。幸いに

実験室光源でもHe放電管のように高いエネルギー

分解能と光強度が得られるので極めて多数の研究発

表がされてきた。しかしhνをわずかに変えるだけ

でスペクトルの特徴が大きく変わったり、表面状態

に極めて敏感な事も知られていた。

最近はエネルギーだけでなく運動量をも測定でき

る角度分解光電子分光（ARPESと呼ぶ）が盛んと

なっており、電子帯の分散E（k）やフェルミ面形状

が盛んに議論されつつある。しかしながら低hνの

ARPESから求めたフェルミ面形状がバルクに敏感

高分解能軟X線によるバルク敏感な角度積分・角度分解光電子分光の新展開

大阪大学大学院　基礎工学研究科

菅　滋正

FROM  LATEST  RESEARCH 
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なドハースファンアルフェン測定の結果と矛盾する

ケースも報告されており、議論が沸騰してきた。こ

の原因の一つが光電子分光で探れる表面からの深さ

によるのではないかと推測されるのはごく自然な成

り行きであった。

つまり光電子の平均自由行程（非弾性散乱平均自

由行程）は20～120eVの運動エネルギー域では容易

に3～5A程度となるので表面第1原子層からの電子が

主として光電子放出される場合があるというわけで

ある。このために平均自由行程のより大きなhν

>500eVの軟X線光電子分光に期待がかかっていた。

しかし2000年当時までは数百eVで光電子の実用分

解能は300meV程度であり、これではいくらバルク

敏感とは言っても、エネルギー分解能が不足してい

た。また実験室で用いるX線管による光電子分光

（XPS）ではhν=1.4866keVや1.2536keVでは分解能が

1eV程度あり、特殊な分光器で単色化を図っても400

～300meV以上の分解能の実現は困難であった。

そこで我々阪大基礎工物性物理工学科のグループ

は原研の斉藤研究員や理研の北村研究員らと協力し

て、1keVで100meV以上の分解能を実現する事を目

標にBL25SUに円偏光アンジュレーター、非等間隔

平面回折格子分光器、高分解能静電半球型電子エネ

ルギー分析器を備えた光電子実験装置をたちあげる

ことを構想し全国的な協力の下にビームラインの整

備を進めた。その結果、低熱負荷のおかげもあって

光分光器としては800eVで1/20,000という世界最高

のエネルギー分解能を実現し、光電子分光としては

700eVで60meV以上という前人未踏とも言える分解

能を実現できたので、2001年に特定課題に応募した。

その後、いろいろないきさつから長期課題と名前が

変わり、かつ３年間の最後の頃には旅費の支援も無

くなったりしたのでなかなか苦しい台所事情となっ

たが、それでもいくつかの世界をリードする研究が

出来た。その顛末を開発の歴史と研究成果を交えな

がら紹介するのが本稿である。

2．特定課題にいたるまで
非等間隔平面回折格子分光器はすでに1980年代後

半に物性研の概算要求としてPF-BL19にも建設して

いたのでその経験をもとに最新の情報を導入しなが

ら斉藤研究員を中心に設計を進めた。当初1/10,000

の分解能が出るまでが大変であった。とにかくリン

グから光が出る以前に光学系を並べるという離れ業

を余儀なくされたために、左右への光軸のずれをな

くするようにあのひときわ目立つdeck配置を取る

事にした。なにより長い光路、天井までの広いスペ

ース（それには高価な投資がされているであろう）

を最大限に有効利用して高い分解能を実現する事を

念頭に置いた。光電子分析器はすでにPFのS課題で

導入し使用実績のあるSCIENTA社SES200に決定し

た。チェンバーの設計はPFでの使用経験をもとに

改良を重ねチェンバー内をのぞきながら右手、左手

で誰にでも作業（へきかいやscraping）が出来るよ

う使いやすい設計とした。図面書きには松下智裕氏

の貢献が大きかった。光学系全体をベークし超高真

空化するには斉藤研究員を持ってしても大変な仕事

で阪大の私の研究室から2名の大学院生をあしかけ

２年にわたって常駐させて斉藤研究員に全面協力の

体制をとった。

斉藤研究員を中心に血のにじむ努力で、何度かの

リークと回折素子交換と再ベークと光学調整を繰り

返した結果1999年になってやっと1/10,000以上の分

解能が出たときはほっとした。それ以後は早い時期

に角度積分光電子分光実験に入りCe系で続々と新

しい結果が出たのは圧巻であった。特にバルク敏感

性の威力を認識したのはそれまでのCe4d-4f共鳴光

電子分光とはまるで異なるCe3d-4f共鳴光電子スペ

クトルが得られた時である。近藤温度の低い物質系

ではこれまでの4d-4f共鳴光電子分光で測定した表

面スペクトルと3d-4f共鳴で測定したバルクスペク

トルは一見そんなに大きくは違わないが、4fと伝導

電子状態の混成の大きないわゆる近藤温度の高い物

質系ではまるで異なっている［1, 2, 3］。このように希

土類系では高分解能の軟X線を用いたバルク敏感な

光電子分光の必要性があっという間に世界中に広く

認識されてきた。

一方遷移金属化合物系ではどうかという関心を持

つのは当然の成り行きである。そこでもやはり従来

の20～数十eVでの光電子分光は表面効果が大きい

事が分かってきた。つまり電子相関エネルギーUと

電子の運動エネルギーｔを考えたとき、表面とバル

クでUはそれほど違わないが、ｔは表面では最近接

原子数が1／2となるのでそれだけ小さくなるという

わけである。U/tが小さい場合は金属、大きい場合

は絶縁体、というように金属－絶縁体転移の本質も

U/tで理解されるわけであるが、低エネルギー光電

子分光ではU/tの大きな表面電子状態に敏感なので

ある。その事情はすでに我々の手でいくつもの物質

について発表してきた［4, 5, 6］。
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そうなると銅酸化物等で華々しく発表されている

角度分解光電子分光ではこの事情はどうなっている

かというのが興味ある課題となる。本特定研究課題

はこのような状況の下で構想されたものである。

3．特定課題での軟X線での角度分解光電子分光について
さて100eV程度以下では多くの研究者から角度分

解光電子分光が華々しく報告されてきた。たとえば

高温超伝導体についてはクーパーペアの対称性や擬

ギャップ、超伝導メカニズム、量子臨界現象あるい

はkink構造の起源などが盛んに議論されている。し

かしながら低エネルギー光電子分光では、本質的に

表面電子状態に敏感な情報が得られるほか、さらに

行列要素効果が大きく励起エネルギーをわずかに変

えただけで観測されるスペクトルが大きく異なった

りして、その電子状態の解釈に困難な点が少なくな

い。そこでこれらを軟X線領域の光で測定しようと

考えたわけである。

それではさらに高いエネルギーでは角度分解光電

子分光はどの様な状況だったのだろうか？実は1980

年代半ばにX線領域で角度分解光電子分光が行われ

た時期がある［7, 8］。その結果、直接遷移モデルが

妥当であることや行列要素効果は小さい事は分かっ

たが、なにぶん当時の角度分解能（±2°）、エネル

ギー分解能（0.38～0.85eV）ともに、現代的な角度

分解光電子分光に耐えるものではなく、さらに

Debye－Waller因子のせいで光電子の運動量自身が

ぼけてしまうという議論もありそのために、バンド

分散の測定などへの適用は忘れ去られて来た。しか

し我々は光の有限な波数は光電子に移動するだけ

で、平均自由行程が数十A以下の軟X線光電子分光

では波数のボケは深刻であるはずが無いとの信念の

もとに角度分解光電子分光に挑戦し、これが実行可

能である事を世界で初めて実証した［9］。そこでこ

れまでもっとも研究が盛んであった高温超伝導物質

および関連物質のバルク敏感角度分解光電子分光を

行いこの分野でのブレークスルーを目指すことを考

えたわけである。そのためSPring-8のBL25SUにおい

て我々の手で実現した世界最高分解能の軟X線励起

を用いることでフェルミ準位近傍から運動エネルギ

ーの大きな光電子を取り出すことでバルク敏感な角

度分解光電子分光を行い、行列要素や微妙な励起エ

ネルギー依存性などに邪魔されること無くバルク電

子状態について論争中の諸問題を解決することを目

標とした。

強相関電子系に対する初めての軟X線ARPESは

Cu-Oの１次元鎖を持つSrCuO2と金属-絶縁体転移を

示すV6O13について行われた
［9］。低エネルギー

ARPESが表面敏感性とともにO2p電子状態に対す

る敏感性が高いのに対して、軟X線ARPESでは

Cu3dやV3d敏感性が高く（V2p-3d共鳴光電子分光を

行う事で）、さらにバルク敏感性が高いということ

で、低エネルギーARPESとは顕著に異なるスペクト

ルを得た。SrCuO2の実験結果を図１に示す。A図は

生のEDCスペクトルであり、静電半球型電子エネ

ルギー分析器のスリットと結晶のCu-O軸方向が同

一面内（水平面）に来る配置での測定を行った結果

である。図Bはこれを強度分布で色付けして示した

ものでV字型の分散が明確に観測される。C図は運

動量分布曲線（MDCスペクトル）でありここでも

ｋ＝０を中心としたV字型の分散が明確に観測され

る。これはバンド計算の結果と矛盾するものではな

く、スピノン－ホロン分離が観測されたとする低エ

ネルギーARPESの解釈を否定するものである。な

お励起は円偏光で行っているので軸に平行な成分と

軸に垂直な成分の両方を含む光励起である事に注意

図1



しておきたい。

ついでCuを含まない超伝導体として知られる

Sr2RuO4のARPESを行った。この物質の低エネル

ギーARPESは表面超格子の影響を強く受け、特別

な表面処理をしないとバルクフェルミ面（FS）が

識別できないとされてきたが、我々のバルク敏感

ARPESでは清浄表面において、直接バルクフェル

ミ面を観測するのに成功した［10, 11］。さらにバルク

フェルミ面形状からnestingベクトルを知ることも

できた。図２はSr2RuO4（x=0）とSr1.8Ca0.2RuO4
（x=0.2）の角度分解測定によるEDCスペクトルを

上図に示し、フェルミ準位近傍のMDCスペクトル

を下図に示した。またフェルミ準位近傍100meVで

積分した光電子強度を図３に示す。Γ点を中心とし

た２つの電子的フェルミ面つまり角ばったβフェル

ミ面と丸いγフェルミ面が、超格子などの表面の影

響無しに観測される。またX点（π,π）を中心とし

て角ばったホール的なαフェルミ面が観測される。
次いで最も関心の高い正孔ドープ高温超伝導体

のLa2-xSrxCuO4（いわゆるLSCO）のARPESをオー

バードープ、最適ドープ、アンダードープの試料に

ついて行った。この系ではx=0.15を最適ドープとし

てこれよりｘの大きなオーバードープ系からこれよ

りｘの小さいアンダードープ系までの一連の物質が

成長されている。さて研究開始と同時にSrCuO2と

比べてCu3dの強度が著しく弱いことがわかった。

２次元ARPESのためにはそれでも20本から30本の

スペクトルをとらねばならず、1つのxで1つの光エ

ネルギーでの測定でさえ優に10～20シフトを要する

ことが判明した。図４はkxを変えて（0, 0）－（0, π）

方向に平行に測定した一連のARPESを示したもの

である。

また図５はこれを元にフェルミ準位の上下

100meVで積分した強度を示す。黄色に抜けている

のは、測定時間の制約から測定を省いた部分である。

最適ドープに近いx=0.16では明らかに（0, π）の手

前でフェルミ準位をきっておりこれが電子的FSで

あることは疑う余地がない。つまり報告されてきた

低hνのARPESの結果とは明らかに異なる。ｘ≤0.14

のアンダードープ域でのFSについても、低hνの

ARPESとは顕著な差がある。つまり（π, 0）や

（0, π）付近の直線的なFS、それはストライプ構造
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を反映しているといわれてきたのであるが、それが

最適ドープ試料では観測されずアンダードープ域で

のみ観測にかかるのである。この結果は、ｘ≤ 0.12

でストライプが安定に存在するとされる中性子非弾

性散乱実験のシナリオと矛盾しないものである。こ

のように２次元性が高い高温超伝導物質においても

その電子状態の議論には低エネルギー光電子分光だ

けでは不十分な事が明らかとなったのである。

研究はさらに電子ドープのNd2-xCexCuO4（いわ

ゆるNCCO）系についても行った［14］。

これらの結果は極めてホットな話題であるので

近々本論文として発表の予定であり、ここにこれ以

上の詳細を載せる事が出来ないのは残念である。ま

たさらにCu-O鎖１次元系についてはARPESとは相補

的な関係にある高分解能の共鳴非弾性X線散乱実験

（RIXS）を精力的に行って研究の展開を図っている。

図4

図5
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SPring-8等の第三世代放射光源に続く次世代放射

光源といわれるものの一つに、エネルギー回収型リ

ニアック（Energy-Recovery Linac; ERL）がある。

このほど、ERLに関する国際ワークショップ

（ERL-2005）が３月18日～23日に米国ヴァージニア

州のThomas Jefferson National Accelerator

Facility（JLAB）にて開催された。本ワークショッ

プは、加速器の将来計画を議論する国際組織である

ICFA （International Committee for Future

Accelerators）が主催する一連のワークショップの

一つ（The 32nd Advanced ICFA Beam Dynamics

W o r k s h o p）として、JL a b、C o r n e l l大学

Brookhaven Lab., Daresbury Lab.の共催で開かれ

た。今回のワークショップはERLに関する初めての

国際ワークショップである。

まず初めにエネルギー回収型リニアック

（Energy-Recovery Linac; ERL）について簡単に説

明する。ERLでは線型加速器（リニアック）から一

旦出射された電子ビームを上流側に戻してやり、高

周波（RF）のタイミングを180°ずらして再度加速

空胴に入射する。そのとき電子ビームは加速空胴内

で減速されて、そのエネルギーだけが空胴に回収さ

れる。これをERL放射光として用いる場合は、アン

ジュレータ等の挿入光源がこのリターンアーク軌道

内の途中に多数設置され、多数のユーザに同時に放

射光を提供できるようにする。一見、形状からする

とリング加速器のようであるが実質はリニアックそ

のものである。平均輝度や平均フラックスなどの

ERL放射光パラメータを計算したメモ（Cornell大

学のQun Shen氏による）の図を引用するので参考

ERL-2005会議報告およびSLAC訪問記

財団法人高輝度光科学研究センター
加速器部門 冨澤　宏光

WORKSHOP AND COMMITTEE REPORT

ERL放射光源での各運転モードの説明：3つのモードについて、放射光パラメータを計算したメモ（Cornell大学
のQun Shen氏による）の図、説明から引用。
"hi-coherent mode" と呼ぶ運転モードでは、6 GeV に加速した時に0.1 nmのX線で回折限界となる（コヒーレン

トとなる）条件として電子ビームのエミッタンスは0.1 mm·mrad。この時の電荷量は8 pC（1.3 GHz で 10 mA）が
目標。
これとは別に "hi-flux mode" があり、こちらは電流100 mA（77 pC × 1.3 GHz）が目標。この時のエミッタンス

は1 mm·mradを想定。
最後の "ultrafast mode"は、100 fsのバンチ生成が目標で、それぞれ1 nC、1 mm·mrad。



SPring-8 利用者情報／2005年５月　201

にして頂きたい。

さて、このERLやX-FEL等のリニアックを基本加

速器とした、次世代放射光源には最高品質（極低エ

ミッタンス）の電子源が必要不可欠とされる。第３

世代放射光源までは、入射器の電子ビームの品質

（エミッタンス）には寄らず、蓄積リングで電子ビ

ームが放射光を出しながら周回することで、最終的

に平衡エミッタンス（電子ビームの放射減衰と励起

の平衡状態によって決まる）と呼ばれる品質になる。

したがって、従来は電子源にそれほどの電子ビーム

の品質（低エミッタンス）を求められなかったため、

熱カソード電子銃を用いても十分であった。しかし、

次世代放射光源ではこの平衡エミッタンスよりさら

に良質の電子ビームが光源として求められるため

に、最上流の電子銃から極低エミッタンスの電子を

供給する必要が出てきた。ERLではこの極低エミッ

タンスの電子ビームを蓄積しないで一周で捨て、放

射励起で電子ビームのエミッタンスが悪化しないう

ちに放射光を取り出す。そのために連続運転、すな

わち大電流動作が必要となる。電子ビームを捨てる

ときにそのエネルギーを高周波（RF）エネルギー

として回収して、大電流動作ができないリニアック

の課題を克服するというものである。この方式がエ

ネルギー回収型リニアックと言われる所以である。

これに必要な新世代電子銃がレーザを火種として電

子を生成するフォトカソード電子銃である。このタ

イプの電子銃はレーザパルスをコントロールするこ

とで、電子ビームの品質を自由にできるのが特徴で

ある。当然ながら、今度はレーザの品質が問題とな

るわけである（電子ビームの品質保証の責任は全て

レーザに転嫁されるため、レーザ光源担当者の著者

は苦しんでいるわけである）。

私はこれまでERLに関する仕事をしてきたわけで

はないが、JASRI加速器部門で開発している次世代

電子銃（フォトカソードRF電子銃）用の世界最高

品質レーザ光源を開発している。このレーザ光源が

そのまま連続運転のERLで使えるわけではない。し

かし、我々が開発しているレーザパルス整形に関す

る技術がERLにも有用であるとのことで、招待講演

の依頼によろこんで応えることにした。次世代X線

光源には輝度に加え、短パルス性（フェムト秒）、

コヒーレント性などの進化が必要になり、その実現

にはいろいろな要素技術の開発が不可欠になる。今

回、ワークショップに参加する機会を与えられたこ

とで、ERL関連の他分野の技術情報も得られた。ワ

ークショップ終了後、少し回り道をして、スタンフ

ォード線型加速器センター（SLAC）に立ち寄り、

そこのTheory Clubで１時間ほどJASRI加速器部門

でのRF電子銃開発の現状について講演してきた。

その訪問記もあわせて報告する。

参加者数は158名であり、うち日本からは10名

（原研：５名、KEK：４名、JASRI：１名）であっ

た。パラレルセッションが多く、残念ながら全ての

会議報告・議論を聞くことはできなかった。したが

って、直接参加できた範囲での会議の様子を中心に

報告する。

会議初日は全体講演として、まずは現在運転中の

３つのERL施設の報告があった。JLabと原研は、

それぞれ160 MeV、17 MeVの超伝導ERLを運転し

ている。それぞれ高出力自由電子レーザ、コヒーレ

ント放射光（テラヘルツ、ミリ波）の発生と利用を

進めている。このうちJLab ERL施設は３月20日に

ラボ・ツアーがあったので、そのときに撮影したも

のを掲載する。これに対して、Budker研究所（ロ

シア）では、12 MeVのERL（唯一の常伝導ERL）

で、テラヘルツ帯のFEL発生を行っている。さらに

50 MeVの電子エネルギーを得るために、４周回の

ERLへの改造が来年には完了するそうである。全体

講演の後半は、エネルギー回収技術に基づく加速器

の将来計画として、高出力FEL、X線放射光源（フ

ェムト秒放射光源）、原子核実験用高エネルギー衝

突加速器（イオンビームをその高品質化（低エミッ

タンス化）のために低エミッタンス電子ビームで冷

却する）の３種類が紹介されていた。ERLがこのよ

うに広範な加速器の将来計画と関係していることを

初めて知った。さらに、要素技術のレビューとして、JLab ERL加速器施設（3月20日のERL Tourにて著者撮影）

研究会等報告
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電子銃／入射器、ビーム動力学、超伝導空胴、タイ

ミング同期とビーム診断についての講演が続き、最

後に超伝導空胴の量産化への課題が示された。超伝

導空胴は国際協力で建設される予定のリニアコライ

ダーにも昨年度正式に採用されたこともあり、量産

化技術は今後進むであろう。

ERL放射光施設として世界で４箇所がシミュレー

ション等により、具体的な計画へ向けての詳細検討

しているが、そのうち２つの計画がすでに資金を獲

得している。Daresbury Lab.（英国）では700

MeVの放射光源4GLSが計画されており、2006年３

月までにプロトタイプ（35 MeV-ERL）が完成予定

である。放射光源（700 MeV）についても設計研究

の予算が手当されている。もう一方のCornell大学

では5～7 GeVのERL放射光源が計画されているが、

このほど入射器建設予算として1800万ドルの予算が

認められた。この入射器は放射光源として使用可能な

ように、100 mAの大電流連続入射と、0.1 mm·mrad

の規格化エミッタンス（X線放射光がコヒーレント

になる条件を満たす）を実現する設計になっている。

会議の二日目からは４つのワーキング・グループ

（WG）に分かれて個別の課題について議論が続け

られた。各ワーキング・グループでの印象に残った

発表の要約とその個人的な感想を以下に述べていく

ことにする。WG-１以外の内容は羽島氏（原研）と

諏訪田氏（KEK）の会議報告を参考にさせて頂い

た（羽島氏のご好意による）。会議のプログラム、

発表原稿など詳しくは以下のサイトを参照して頂き

たい。

http://www.jlab.org/intralab/calendar/archive04/

erl/index.html

WG-1は電子銃と入射器（Electron Guns and

Injector Design）についてである。私はこのワーキ

ング・グループに会議開催中、終始参加していた。

ここはレーザ光源、カソード開発、電子銃設計に亘

る広範な課題を含んでいて、議論が様々な観点から

なされ個人的に勉強になった。次世代放射光で用い

られるフォトカソードDC電子銃開発に関しては、

JLAB-ERL（10 mA）をたたき台にして100 mAま

で電流を増大させる場合の様々な具体的な問題点が

検討された。十分なカソード寿命を得るには、高い

真空度を達成することに加え、逆流イオン（ion

back-bombardment）の効果を抑止するために電極の

暗電流を減らす必要がある。C. Sinclair氏（Cornell）

は電極に特殊な誘電体を塗付することで暗電流を減

らすアイデアを披露していた。特にインパクトが強

かったのは、加速初期の電子ビームの理想パルス形

状が従来のビール缶の形ではなく、ラグビーボール

型の方が格段と低いエミッタンスを実現できるとい

う、最新のシミュレーション結果をC. Limborg女

史（SLAC）が明確に示していたことだ（WG-１の

まとめでも“No more beer can!”と言われていた

ほどだ）。

私がこのワーキング・グループの進行で感心した

のは、発表よりも議論の時間の方が長くとってある

ことであった。細かく分かれたセッションで、それ

ぞれの発表の後に５～10分程度の質問時間があるの

は通常通りであったが、細かく分かれた各セッショ

ンの終わりには１時間程度激しく議論がなされ、充

実して面白かった。また議論の内容がまとめられて

スクリーンにリアルタイムで映し出されるという、

私が今まで参加した中では最も議論に重点を置いた

会議だったと思う。日本での今後のワークショップ

でも参考にするべきである。しかし、こういう会議

だと必ずといっていいほど、日本人は発言しない。

したがって存在が無視され、結果としてアイデアが

向こうの成果になってしまうこともしばしばであ

る。非常に残念なことである。私はレーザ光源に関

してのみ意見を述べていればよかったのかもしれな

いが、我々のグループの他の研究成果についても同

僚を代弁して意見を述べることにした。特にシミュ

レーション（カソード直近での鏡像電荷効果の問題）

やカソード（電子生成の応答性の問題）に関する問

題点で意見し、欧米の研究者と激しく議論の応酬を

することになった。加速器部門では水野氏が独自の

シミュレーション・コードを、谷内氏が独創的なRF

電子銃空胴を開発しており、常にグループ内では基

礎的な問題に関する議論が活発である。常日頃、先

輩たちに鍛えられている甲斐があって、元来門外漢

である私も十分に議論をわたり合うことができた。

また、ここでの議論では遺伝的アルゴリズムの加

速器パラメータ最適化に応用する可能性の議論が注

目を集めていたように思う。遺伝的アルゴリズムと

は生物の進化と同じように、世代交代を通じて適者

生存の原理で選択することで最適解を求める方法で

ある。３年前にCornell大学で、電子ビームが最小エ

ミッタンスになるように、パラメータの多いレーザ

パルスの理想形状を最適化するための、遺伝的アル

ゴリズムの応用について講演してきたことがある。

当然ながら、入射器の設計全体では低エミッタンス電



子ビームを得るためにはさらに多数のパラメータを最

適化する必要がある。今回、I. Bazarov氏（Cornell）

が遺伝子アルゴリズムを用いて20以上のパラメータ

を同時に最適化する方法が有効であることを示した。

彼の設計では、80 pCの電子バンチ（100 mAの平均

電流に相当）で0.1 mm ·mradの規格化エミッタンス

が得られており、従来の値よりも１桁小さなエミッ

タンス（２桁高い放射光輝度に対応）となっている。

彼らは動き出したら非常に早い。シミュレーション

だけでとはいえ、この２年間で追い抜かれてしまっ

た。このセッションの議論で、カソードの不均一性

をレーザパルスの整形を通じて電子ビームを見なが

ら遺伝的アルゴリズムでできるという提案をしたと

ころ、皆の印象に残ったのか最後に私の提案として

全体のまとめで紹介されていた。実はこの提案は２

年前の論文で既に発表してあるのだが、今回初めて

認知されたらしい。やはり実際に発言する方が国際

的に認知されるには一番有効なようである。

レーザ光源に関してはMichelle Shinn女史（JLAB）

と私の２人が発表者であった。彼女は主にERLの光

源としてどのようなレーザを選んだらいいかという

話で、ファイバーレーザがよいだろうという主張で

あった。私はレーザの安定化とレーザパルスの自動

整形の話を中心にした。自動整形に関しては、レー

ザ強度の空間分布は補償ミラーと遺伝的アルゴリズ

ムで、時間分布は空間位相変調器と焼き鈍し法によ

る最適整形の実験結果を初めて報告した。また、

我々の0.3 TWのTi：Saレーザは基本波で長期の安

定度が0.2 ％（rms）という世界の他の同等のものよ

り一桁高く安定で、世界のトップである。このこと

は非常に重要であるにもかかわらず、彼らの関心は

アクティブに制御してレーザ光源を高品質化する話

の方であった。いつも思うことだがどうも欧米では、

このような基礎的で地味な話はエンジニアの仕事と

割り切っているようである。したがって、よりイン

テリジェンス？なアクティブに制御するお話の方が

興味を持つようだ。多分、そこが彼らの弱点である

と思う。

WG-2は電子ビーム動力学と輸送系（Optics and

Beam Transport）についてである。このワーキン

グ・グループでは、大電流の電子ビームを安定に加

速し、エネルギーを回収するための技術課題につい

て議論がなされた。低エネルギー（入射）電子と高

エネルギー電子の合流部で生じる空間電荷効果によ

る入射電子のエミッタンス劣化は、ジグザグ合流方

式を用いることで抑止できるとの提案がV .

Litvinenko氏（Brookhaven）からなされた。また、

大電流加速の障害となるビーム・ブレークアップ

（BBU）の抑止には、電子ビームを（x,y）平面上で

回転させるような輸送系が有効であるとのアイデア

がT. Smith氏（Stanford）から出され、この方法に

基づいたビーム輸送系の改造作業がJLAB-ERLで進

められている。この改造によりBBUの閾値電流が

100倍になり、不安定現象は解消される見込みである。

電子ビーム軌道の安定化については、V. Lebedev氏

がCEBAF（6 GeV超伝導リニアック）における例

を紹介した。長時間の変動（気温、潮夕作用など）

と短時間の変動（主に商用電源の周波数成分）のそ

れぞれについてフィードバックを施すことで、広い

周波数帯域に亘り10 μm以下の位置精度で軌道安

定性が（運動量分散のある位置で）得られている。

高分解能のビーム位置モニタを用いれば、さらに高

い安定度が得られ、次世代放射光源の要求を満たす

ことが可能であるとの結論であった。また実現のほ

どは分からないが、SPring-8と同じ第三世代放射光

施設であるAPS（Advanced Photon Source）をERL

にアップグレードする可能性についてM. Borland氏

（APS）が発表していた。電荷量は100 pC以下、バ

ンチ長が300 fs以上であれば、CSR効果（電子の短

バンチ集群のエミッタンスが、自ら出したコヒーレ

ント放射により悪化する効果）を入れても一周回は

可能で輝度は一桁上がるとの結果を出していた。

WG-3は超伝導空胴とRF制御（SRF and RF

Control）についてである。超伝導空胴形状の最適

化、クライオモジュールの設計、カップラーやチュ

ーナーの設計、RF源の選定などの話題は、すでに

稼働中の超伝導リニアック（TESLA Test Facility、

CEBAFなど）に加えて、急速に立ち上がりつつあ

る国際リニアコライダー（ILC）の研究成果を大い

に参考にしながら議論が進められた。これらのコン

ポーネントに関する限り、ERLの主加速器には技術

的障害が基本的に存在しないが、低コスト化を目指

す工夫が必要であるとの認識が示された。ERL固有

の問題として、大出力のHOM（超伝導空胴の高次

モード）を効率的に取り出す技術が必要である。そ

の一例として、梅森氏（KEK）は半径方向に設け

たスロットでHOMを取り出す手法を提案し試作装

置における測定結果を報告した。

WG-4はタイミング同期とビーム診断（Synchronization

Diagnostics, and Instrumentation）についてである。
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これは特にフェムト秒のERL放射光ユーザーにはと

っては重要なテーマである。超伝導加速器の特徴の

ひとつに高い位相安定性（電子バンチのタイミング

安定性）がある。すでに20～65 fs（1.5 GHzで0.01

～0.03度）の安定性が複数の加速器で得られている。

ERL放射光を用いた時分割実験で鍵となる電子バン

チと外部レーザとの同期には、基準信号の安定な分

配システム（フィードバックを施した光ファイバー）

に加えてレーザとRFの高精度な同期技術が必要と

なる。これらすべてを含んだタイミング精度として、

100 fsは容易に実現可能、10 fsも十分に到達可能と

の力強い展望が示された。

最終日の全体講演では各ワーキング・グループの

まとめがあるため、前日はサブ・グループに分かれ

て議論することになった。私はレーザとカソードの

最適化に関するサブ・グループに参加することとな

った。理想的なレーザ光源とカソードの組み合わせ

について議論が白熱し、結局夜中までメールで議論

が続くこととなった。翌朝にはようやく議論をまと

め、全体のワーキング・グループの中でI. Ben-Zvi氏

によって報告された。実質四日半の会議であったが、

各セッションともに議論が白熱し、内容の濃いワー

クショップであった。今回のERLワークショップは

大成功だったのではないだろうか。2年後に

Daresbury Lab. にてERL-2007が開催されることが

決まり閉幕した。

ワークショップが終わり、帰国前にカリフォル

ニア州に寄り、レーザ関連会社２社の訪問と

SLACでRF電子銃開発の現状について講演してき

た。３月25日の午前中はV. Dolgashev氏（SLAC）

の招きで、SPring-8の世界最高加速電界で運転し

ているSバンドＲＦ電子銃について、Theory Club

（http://www.slac.stanford.edu/grp/ara/meetings/

theoryclub/archive2004-2005.htm参照のこと）で話

した。また、SLACで新規購入するレーザ光源検討

の打ち合わせに午後は出席することになっていたた

め、ハードスケジュールになってしまったが、レー

ザ光源の高品質化に関して議論できたことは有意義

であった。SLACで、我々がどのように安定な（世

界よりも一桁良い）レーザ光源を実現したかと質問

され、“これはSPring-8の文化です”と回答した。

もちろん、技術的には恒温恒湿環境試験クリーンル

ームや温調ベースプレートの開発があったからであ

る。しかし、この研究はSPring-8だからこそできたの
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ではないかと思うのである。こういう安定化のため

に物事の本質を見極める精神は、短期的またはチャ

ンピオンデータ的な成果をすぐに求める場所では育

たなかったことと思う。この「文化」は、SPring-8研

究者のユーザー・ファシリティを維持管理する義務

とそれを研究成果につなげたいという熱意が結実し

たものと思う。最近まで日刊工業新聞で連載されて

いたSPring-8の挑戦Ⅰ＆Ⅱの記事に目を通してみる

と、ここが建設前に各候補地での岩盤調査から始ま

り、蓄積リング電磁石の超精密アライメント、入射

器の高度安定化、最近では、理想的なトップアップ

が「求める時間構造を持った高輝度光パルスが、一

定の強度で安定に供給される」形で実現された等々、

「安定」の文字が数多く見受けられる。昨年暮れにス

イスで開催された第３回軌道安定化ワークショップ

（SPring-8利用者情報誌Vol.10 No.2 2005.3 pp.125～

128参照のこと）が、SPring-8発祥の国際ワークシ

ョップであることも自ずとうなずける。先にも触れ

たが、欧米の研究者の関心はどちらかというとアク

ティブに制御して安定化するという感じであるが、

SPring-8の研究者が行ってきたことは基礎的で地味

ではあるが本質的な話である。こういう基礎的な話

をエンジニアの仕事と割り切っていると、その先に

ある新しいサイエンスの芽を観る大切な眼を失って

しまうのではないだろうか。ここSPring-8には「本

質的に安定化」するという「文化」が育まれている

と思うのは私だけであろうか。シスコ発の帰国便の

中で私はこんなことを考えていた。

冨澤　宏光　TOMIZAWA Hiromitsu
（財）高輝度光科学研究センター
加速器部門　線型加速器グループ　副主幹研究員
〒679-5198 兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1
TEL：0791-58-0851 FAX：0791-58-0850
e-mail：hiro@spring8.or.jp
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1．諮問委員会及び専門委員会
諮問委員会［委員長：太田俊明］は、放射光利用

研究促進機構・財団法人高輝度光科学研究センター

（以下「JASRI」という。）からの諮問を受け、共用

ビームラインの利用研究課題の募集・選定及び専用

ビームライン計画の募集・選定等の供用業務の実施

に関する重要事項を審議する委員会である。

諮問委員会では、平成７年度に「共用施設の利用

研究課題選定に関する基本的考え方について」及び

「専用施設の設置及び利用に関する基本的な考え方

について」をとりまとめ、これに基づき共用ビーム

ラインで行われる利用研究課題の選定及び専用ビー

ムライン計画の審査を進めている。これらの審議を

効率的に行うため、諮問委員会の下には、共用ビー

ムラインの利用研究課題を選定する利用研究課題選

定委員会［主査：佐々木聡］及びSPring-8への設置

を希望する専用ビームライン計画を審査する専用施

設検討委員会［主査：雨宮慶幸］が、従来より設置

されている。

平成16年度においては、第27回及び第28回諮問委

員会が開催されるとともに、諮問委員会の専門委員

会として、平成16年３月２日開催の第26回諮問委員

会で設置が承認された供用方針再検討委員会［主

査：坂田誠］が開催された。供用方針再検討委員会

では、大型施設の運用や科学技術の振興についての

あるべき姿を始め、諸外国や国内の他施設の例、使

用料問題の生じた背景や仮に徴収する場合の考え方

等について検討し、その結果を第27回諮問委員会で

報告した。これを受けて委員から様々な意見が出さ

れたが、委員長がこれらを集約し、「SPring-8にお

ける供用方針の見直しについての意見」としてとり

まとめ、JASRI会長あてに提出した。また、第28回

諮問委員会では、平成17年度供用業務実施計画につ

いて審議し、原案のとおりで差し支えない旨の答申

を行った。

また、利用研究課題選定委員会では、第14回及び

第15回利用期間に実施される利用研究課題の選定を

行い、その結果について、第27回及び第28回諮問委

員会にそれぞれ報告した。さらに、１年半を経過し

た長期利用研究課題２件について中間評価を実施

し、当該課題の３年目の取扱いについて決定の上、

第27回及び第28回諮問委員会にそれぞれ報告すると

ともに、第12回及び第13回利用期間に終了した長期

利用研究課題２件の事後評価を行い、その結果につ

いて第28回諮問委員会で報告した。

さらに、専用施設検討委員会では、建設後５年を

経過する専用施設として、レーザー電子光ビームラ

イン（BL33LEP）及び広エネルギー帯域先端材料

解析ビームライン（BL15XU）の中間評価を実施し、

その結果はそれぞれ第27回及び第28回諮問委員会で

了承された。

2．SPring-8医学利用研究検討会・SPring-8医学利
用ビームライン専門委員会合同委員会
SPring-8の医学利用実験施設に整備する３本目の

医学利用ビームラインの実現に向けて、平成10年度

から平成13年度に設置されたSPring-8医学利用研究

検討会ではビームラインのグランドデザインがまと

められ、また平成14年度から平成15年度に設置され

たSPring-8医学利用ビームライン専門委員会では、

このグランドデザインを具体化するための技術的な

検討が行われ、報告書としてまとめられたところで

ある。

平成16年度においては、JASRIに臨床医学関係者

主体の委員会を新たに設置し、このグランドデザイ

ンを再検討することとしていたが、SPring-8におい

て臨床応用を推進していくことが困難な状況から、

医学利用研究の現状を踏まえた今後の方針について

JASRIから説明するため、両委員会の委員からなる

SPring-8医学利用研究検討会・SPring-8医学利用ビ

ームライン専門委員会合同委員会が開催された。

当合同委員会では、近年の予算の動向、ビームラ

平成16年度の諮問委員会等の活動状況

放 射 光 利 用 研 究 促 進 機 構
財団法人高輝度光科学研究センター

企画室
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インの建設状況、ビームライン検討委員会の結果、

ビームライン評価委員会の提言、医療機関との連携

が困難な状況、海外における臨床試行の結果等から、

当面、医学利用ビームラインの建設をJASRIが凍結

することとした旨の報告が行われた。また、今後の

方針として、平成17年度から新たに設置されるメデ

ィカルバイオ推進室の目的及び運営体制等に関する

説明が行われた。

3．ビームライン検討委員会
特定放射光施設連絡協議会（原研・理研・JASRI

の三者によるSPring-8の運営に関する重要事項の協

議機関）の下部委員会であるビームライン検討委員

会［委員長：雨宮慶幸］は、SPring-8に設置の提案

のあった共用ビームラインの計画について、検討評

価を行う委員会である。

平成16年度においては、平成14年２月12日開催の

ビームライン検討委員会で結論を得た共用ビームラ

インに関する新規ビームラインの建設計画及び既存

ビームラインの増強計画について、当面、新たな共

用ビームラインの建設が困難な状況であること、ま

た計画が策定されてから時間が経過し、研究環境に

変化が生じていることから、これらの計画を白紙に

戻すことが了承された。

また、平成15年度に設置後５年を経過した５本の

共用ビームラインについて、JASRIによる中間評価

の結果が報告された。

さらに、実験ステーションの増設計画及び実験ス

テーションの再配置の検討状況について報告された。

4．委員会の開催状況
以下に、平成16年度における各委員会の開催状況

及び委員構成を示す。

4-1．諮問委員会

第27回
［日　時］平成16年８月10日（火）13:30～16:55

［場　所］グランドアーク半蔵門

［主な議題等］

（1）専用ビームライン「レーザー電子光ビームライ

ン（BL33LEP）」の中間評価結果について

（2）SPring-8の供用方針の見直しについて

（3）利用研究課題の選定結果について

（4）長期利用研究課題の中間評価について

（5）重点研究課題の指定について

（6）産業利用方策検討委員会からの提言について

（7）その他

第28回
［日　時］平成17年３月１日（火）13:30～16:00

［場　所］グランドアーク半蔵門

［主な議題等］

（1）平成17年度供用業務実施計画について

（2）専用ビームライン「広エネルギー帯域先端材料

解析ビームライン（BL15XU）」の中間評価結果

について

（3）利用研究課題の選定結果について

（4）長期利用研究課題の中間評価について

（5）長期利用研究課題の事後評価について

（6）重点研究課題の指定について

（7）特定放射光施設の共用の促進に関する法律の一

部改正について

（8）交付金交付要綱の改定について

（9）共用ビームラインの個別評価について

（10）SPring-8利用計画調査委員会報告について

（11）台風16号・18号被災及び復旧工事等の対策につ

いて

（12）その他

4-2．利用研究課題選定委員会

第34回
［日　時］平成16年７月15日（木）13：15～16：00

［場　所］SPring-8中央管理棟

［主な議題等］

（1）平成16年後期（2004B）SPring-8利用研究課題

の選定について

（2）平成16年後期（2004B）SPring-8重点課題の選

定について

（3）緊急、時期指定および留保ビームタイム課題の

選定について

（4）重点研究課題（SPring-8トライアルユース課題

留保ビームタイム）の選定について

（5）長期利用2002B採択課題の中間評価について

（6）課題申請者の研究成果評価と審査へのフィード

バックについて

（7）その他

研究会等報告



第35回
［日　時］平成17年２月10日（木）13：15～15：00

［場　所］SPring-8中央管理棟

［主な議題等］

（1）平成17年前期（2005A）SPring-8利用研究課題

の選定について

（2）平成17年前期（2005A）SPring-8重点課題の選

定について

（3）緊急、時期指定および留保ビームタイム課題の

選定について

（4）重点研究課題（SPring-8トライアルユース課題

留保ビームタイム）の選定について

（5）長期利用2003A採択課題の中間評価について

（6）長期利用課題2004年事後評価結果について

（7）課題申請者の研究成果評価と審査へのフィード

バックについて

（8）その他

＜利用研究課題選定委員会分科会＞

［日　時］平成16年６月10日（木）

［場　所］SPring-8中央管理棟

［主な議題等］

（1）長期利用研究課題の選定

（2）その他

［日　時］平成16年７月14日（水）・15日（木）

［場　所］SPring-8中央管理棟

［主な議題等］

（1）2004B分科会審査

［日　時］平成16年９月９日（木）

［場　所］SPring-8中央管理棟

［主な議題等］

（1）長期利用研究課題の中間評価

（2）その他

［日　時］平成16年10月18日（月）

［場　所］SPring-8放射光普及棟

［主な議題等］

（1）長期利用研究課題の事後評価

（2）その他

［日　時］平成16年11月２日（火）

［場　所］SPring-8中央管理棟

［主な議題等］

（1）長期利用研究課題の選定

（2）その他

［日　時］平成17年２月９日（水）・10日（木）

［場　所］SPring-8中央管理棟

［主な議題等］

（1）2005A分科会審査

［日　時］平成17年３月23日（水）

［場　所］SPring-8中央管理棟

［主な議題等］

（1）長期利用研究課題の中間評価

（2）その他

4-3．専用施設検討委員会

第19回
［日　時］平成16年10月15日（金）13:00～17:00 

［場　所］SPring-8中央管理棟

［主な議題等］

（1）専用施設検討委員会特別会報告

（2）広エネルギー帯域先端材料解析ビームライン

（BL15XU）中間評価

（3）その他

＜専用施設検討委員会特別会－レーザー電子光

ビームライン中間評価専門委員会－＞

［日　時］平成16年６月４日（金）13:20～17:30 

［場　所］SPring-8中央管理棟

［主な議題等］

（1）レーザー電子光ビームライン（BL33LEP）中

間評価

（2）その他

4-4．供用方針再検討委員会

第1回
［日　時］平成16年４月22日（木）13:58～16:28 

［場　所］丸ビルコンファレンス

［主な議題等］

（1）SPring-8の課金問題について

（2）その他

第2回
［日　時］平成16年５月24日（月）14:00～16:12 

［場　所］ひょうご倶楽部・東京
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［主な議題等］

（1）第１回委員会の宿題について

（2）その他

第3回
［日　時］平成16年６月25日（金）14:00～16:45 

［場　所］ひょうご倶楽部・東京

［主な議題等］

（1）外部関係者の意見について

（2）報告書とりまとめの方向について

（3）その他

第4回
［日　時］平成16年７月12日（月）14:30～16:35 

［場　所］ひょうご倶楽部・東京

［主な議題等］

（1）委員会報告のとりまとめについて

（2）その他

4-5．SPring-8医学利用研究検討会・SPring-8医学
利用ビームライン専門委員会合同委員会

［日　時］平成17年3月24日（木）14:00～15:15 

［場　所］イーグレ姫路

［主な議題等］

（1）SPring-8における医学利用研究の現状を踏まえ

た今後の方針について

（2）その他

4-6．ビームライン検討委員会

平成16年度　第1回
［日　時］平成16年10月15日（金）11:00～12:20 

［場　所］SPring-8中央管理棟

［主な議題等］

（1）SPring-8共用ビームラインに関する調査の検討

結果について

（2）共用ビームラインの個別評価について

（3）実験ステーションの増設について（BL40XU）

（4）その他　

諮問委員会委員（平成16年度）

委　員　長 太田　俊明 東京大学大学院理学系研究科教授
委員長代理 坂田　　誠 名古屋大学大学院工学研究科教授
委　　　員 浅井彰二郎 ㈱日立メディコ執行役専務

経営戦略統括本部長
雨宮　慶幸 東京大学大学院新領域創成科学研究

科教授
岩崎不二子 電気通信大学名誉教授
奥田　秀毅 塩野義製薬㈱常務執行役員

総括製造販売責任者
川合　知二 大阪大学産業科学研究所所長・教授
北村惣一郎 国立循環器病センター総長
木村　嘉孝 財団法人高エネルギー加速器科学研

究奨励会理事長
栗原　和枝 東北大学多元物質科学研究所教授
小林　昭子 東京大学大学院理学系研究科教授
佐々木　聡 東京工業大学応用セラミックス研究

所教授
高野　幹夫 京都大学化学研究所教授
高橋　秀郎 ㈱豊田中央研究所常勤監査役
谷口　雅樹 広島大学大学院理学研究科長・教授

理学部長
永井　克也 大阪大学蛋白質研究所副所長・教授
南向　明博 兵庫県産業労働部産業科学局長
西川　恵子 千葉大学大学院自然科学研究科教授
丹羽　紘一 ㈱富士通研究所常任顧問
藤井　保彦 日本原子力研究所東海研究所中性子

利用研究センター長・特別研究員
松下　　正 大学共同利用機関法人高エネルギー

加速器研究機構物質構造科学研究所
副所長

利用研究課題選定委員会委員（平成16年度）

主　　　査 佐々木　聡 東京工業大学応用セラミックス研究
所教授

入舩　徹男 愛媛大学地球深部ダイナミクス研究
センター長・教授

岡本　篤彦 立命館大学総合理工学研究機構教授
梶谷　文彦 岡山大学大学院医歯学総合研究科教授
片岡　幹雄 奈良先端科学技術大学院大学物質創

成科学研究科長・教授
河田　　洋 大学共同利用機関法人高エネルギー

加速器研究機構物質構造科学研究所
教授

木下　豊彦 東京大学物性研究所助教授
後藤　俊治 JASRIビームライン・技術部門副主

席研究員
小林　啓介 JASRI利用研究促進部門Ⅰ特別研究員
古宮　　聰 JASRI利用研究促進部門Ⅰ主席研究員
坂田　　誠 名古屋大学大学院工学研究科教授
澤　　　博 大学共同利用機関法人高エネルギー

加速器研究機構物質構造科学研究所
助教授

下村　　理 JASRI審議役
鈴木　芳生 JASRI利用研究促進部門Ⅱ副主席研

究員
竹村モモ子 ㈱東芝研究開発センターエキスパート
田中　庸裕 京都大学大学院工学研究科助教授
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野村　昌治 大学共同利用機関法人高エネルギー
加速器研究機構物質構造科学研究所
主幹・教授

福山　恵一 大阪大学大学院理学研究科教授
水木純一郎 日本原子力研究所放射光科学研究セ

ンター長
八木　直人 JASRI利用研究促進部門Ⅱ主席研究員
山本　雅貴 独立行政法人理化学研究所播磨研究

所研究技術開発室長
大熊　春夫 JASRI加速器部門主席研究員
壽榮松宏仁 JASRI利用研究促進部門Ⅰ・Ⅱ部門長
多田順一郎 JASRI安全管理室長

利用研究課題選定委員会分科会委員（平成16年度）

◎佐々木　聡 東京工業大学応用セラミックス研究
所教授

第１分科会（生命科学）
＜分科会１＞

○福山　恵一 大阪大学大学院理学研究科教授
山本　雅貴 独立行政法人理化学研究所播磨研究

所研究技術開発室長
＜分科会２＞

○片岡　幹雄 奈良先端科学技術大学院大学物質創
成科学研究科長・教授

八木　直人 JASRI利用研究促進部門Ⅱ主席研究員
＜分科会３＞

○梶谷　文彦 岡山大学大学院医歯学総合研究科教授
鈴木　芳生 JASRI利用研究促進部門Ⅱ副主席研

究員
第２分科会（散乱・回折）
＜分科会１＞

○坂田　　誠 名古屋大学大学院工学研究科教授
澤　　　博 大学共同利用機関法人高エネルギー

加速器研究機構物質構造科学研究所
助教授

高田　昌樹 JASRI利用研究促進部門Ⅰ主席研究員
鳥海幸四郎 兵庫県立大学物質理学研究科教授

＜分科会２＞
○入舩　徹男 愛媛大学地球深部ダイナミクス研究

センター長・教授
下村　　理 JASRI審議役

＜分科会３＞
○河田　　洋 大学共同利用機関法人高エネルギー

加速器研究機構物質構造科学研究所
教授

水木純一郎 日本原子力研究所放射光科学研究セ
ンター長

石川　哲也 独立行政法人理化学研究所主任研究員
第３分科会（ＸＡＦＳ）

○田中　庸裕 京都大学大学院工学研究科助教授
竹村モモ子 ㈱東芝研究開発センターエキスパート
城　　宜嗣 独立行政法人理化学研究所主任研究員

第４分科会（分光）
○木下　豊彦 東京大学物性研究所助教授
小林　啓介 JASRI利用研究促進部門Ⅰ特別研究員
岩住　俊明 大学共同利用機関法人高エネルギー

加速器研究機構物質構造科学研究所
助教授

城　　健男 広島大学大学院先端物質科学研究科
教授

第５分科会（実験技術、方法等）
○野村　昌治 大学共同利用機関法人高エネルギー

加速器研究機構物質構造科学研究所
主幹・教授

後藤　俊治 JASRIビームライン・技術部門副主
席研究員

川戸　清爾 ㈱リガクＸ線研究所副所長
竹中　久貴 NTTアドバンステクノロジ㈱先端

技術事業本部主幹担当部長
第６分科会（産業利用）

○岡本　篤彦 立命館大学総合理工学研究機構教授
古宮　　聰 JASRI利用研究促進部門Ⅰ主席研究員
梅咲　則正 JASRI利用研究促進部門Ⅰ主席研究員
川崎　宏一 新居浜工業高等専門学校数理科教授
渡辺　義夫 NTTアドバンステクノロジ㈱先端

技術事業本部所長
長期利用分科会

○佐々木　聡 東京工業大学応用セラミックス研究
所教授

石川　哲也 独立行政法人理化学研究所主任研究員
岡本　篤彦 立命館大学総合理工学研究機構教授
木下　豊彦 東京大学物性研究所助教授
坂田　　誠 名古屋大学大学院工学研究科教授
下村　　理 JASRI審議役
壽榮松宏仁 JASRI利用研究促進部門Ⅰ・Ⅱ部門長
田中　庸裕 京都大学大学院工学研究科助教授
野村　昌治 大学共同利用機関法人高エネルギー

加速器研究機構物質構造科学研究所
主幹・教授

福山　恵一 大阪大学大学院理学研究科教授
八木　直人 JASRI利用研究促進部門Ⅱ主席研究員

◎：利用研究課題選定委員会主査
○：分科会主査

専用施設検討委員会委員（平成16年度）

主　　　査 雨宮　慶幸 東京大学大学院新領域創成科学研究
科教授

飯田　厚夫 大学共同利用機関法人高エネルギー
加速器研究機構物質構造科学研究所
教授

石川　哲也 独立行政法人理化学研究所主任研究員
伊藤　正久 群馬大学工学部教授
尾嶋　正治 東京大学大学院工学系研究科教授
北村　英男 独立行政法人理化学研究所主任研究員
佐藤　能雅　　東京大学大学院薬学系研究科教授
平谷　篤也　　広島大学大学院理学研究科教授
水木純一郎　　日本原子力研究所放射光科学研究セ

ンター長
村上　洋一　　東北大学大学院理学研究科教授
熊谷　教孝　　JASRI加速器部門長
下村　　理　　JASRI審議役
壽榮松宏仁　　JASRI利用研究促進部門Ⅰ・Ⅱ部門長
多田順一郎　　JASRI安全管理室長
八木　直人　　JASRI利用研究促進部門Ⅱ主席研究員
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専用施設検討委員会特別会（レーザー電子光ビーム
ライン中間評価専門委員会）委員（平成16年度）

主　　　査 永宮　正治　　大学共同利用機関法人高エネルギー
加速器研究機構大強度陽子加速器計
画推進部長

雨宮　慶幸　　東京大学大学院新領域創成科学研究
科教授

中井　浩二　　東京理科大学理工学部教授
笠木治郎太　　東北大学大学院理学研究科原子核理

学研究施設長・教授
国広　悌二　　京都大学基礎物理学研究所教授
壽榮松宏仁　　JASRI利用研究促進部門Ⅰ・Ⅱ部門長
熊谷　教孝　　JASRI加速器部門長

供用方針再検討委員会委員（平成16年度）

主　　　査 坂田　　誠　　名古屋大学大学院工学研究科教授
副　主　査 松井　純爾　　兵庫県立先端科学技術支援センター

副所長
西島　和三　　持田製薬㈱研開本部主事
丹羽　紘一　　㈱富士通研究所常任顧問
福山　秀敏　　東北大学金属材料研究所教授
藤井　保彦　　日本原子力研究所東海研究所中性子

利用研究センター長・特別研究員
松下　　正　　大学共同利用機関法人高エネルギー

加速器研究機構物質構造科学研究所
副所長

早稲田嘉夫 東北大学理事
（オブザーバー）太田　俊明　　東京大学大学院理学系研究科教授

SPring-8医学利用研究検討会・SPring-8医学利用
ビームライン専門委員会合同委員会委員（平成16年度）

阿部　光幸　　兵庫県立粒子線医療センター名誉院長
安藤　正海　　大学共同利用機関法人高エネルギー

加速器研究機構物質構造科学研究所
教授

石川　哲也　　独立行政法人理化学研究所主任研究員
井上　俊彦　　大阪大学名誉教授
今井　茂樹　　川崎医科大学放射線医学助教授
宇山　親雄　　広島国際大学保健医療学部教授
梶谷　文彦　　岡山大学大学院医歯学総合研究科教授
北村　英男　　独立行政法人理化学研究所主任研究員
河野　通雄　　兵庫県立成人病センター名誉院長
後藤　　武　　兵庫県病院事業管理者
上甲　　剛　　大阪大学大学院医学系研究科教授
杉村　和朗　　神戸大学大学院医学系研究科教授
取越　正己　　独立行政法人放射線医学総合研究所

重粒子医科学センター加速器物理工
学部照射装置開発室長

中村　仁信　　大阪大学大学院医学系研究科教授
菱川　良夫　　兵庫県立粒子線医療センター院長
平岡　真寛　　京都大学医学研究科教授
百生　　敦　　東京大学大学院新領域創成科学研究

科助教授
盛　　英三　　国立循環器病センター研究所心臓生

理部長
菊田　惺志　　JASRI参与
植木　龍夫　　JASRIコーディネーター
多田順一郎　　JASRI安全管理室長

八木　直人　　JASRI利用研究促進部門Ⅱ主席研究員
鈴木　芳生　　JASRI利用研究促進部門Ⅱ副主席研究員
山崎　克人　　JASRI利用研究促進部門Ⅱ副主席研究員

ビームライン検討委員会委員（平成16年度）

委　員　長 雨宮　慶幸　　東京大学大学院新領域創成科学研究
科教授

委員長代理 下村　　理　　JASRI審議役
飯田　厚夫　　大学共同利用機関法人高エネルギー

加速器研究機構物質構造科学研究所
教授

石川　哲也　　独立行政法人理化学研究所主任研究員
伊藤　正久　　群馬大学工学部教授
尾嶋　正治　　東京大学大学院工学系研究科教授
北村　英男　　独立行政法人理化学研究所主任研究員
佐藤　能雅　　東京大学大学院薬学系研究科教授
平谷　篤也　　広島大学大学院理学研究科教授
水木純一郎　　日本原子力研究所放射光科学研究セ

ンター長
村上　洋一　　東北大学大学院理学研究科教授
熊谷　教孝　　JASRI加速器部門長
壽榮松宏仁　　JASRI利用研究促進部門Ⅰ・Ⅱ部門長
多田順一郎　　JASRI安全管理室長
八木　直人　　JASRI利用研究促進部門Ⅱ主席研究員
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台風で被害を受けたSPring-8屋根の修理期間を利

用して、１月下旬から３月下旬までの二ヶ月間、イ

タリアの高輝度放射光施設ELETTRAを研究訪問す

る機会を得たので、その時の様子や感じたことを紹

介したい。最近、SPring-8には、ナノテクノロジー

支援プロジェクトの予算を利用して光電子顕微鏡装

置（Photoemission electron microscope; PEEM）

が導入された［1］。その中の分光型光電子・低エネ

ルギー電子顕微鏡（SPELEEM）装置は、現在定常

的に稼動している同種装置のなかでは世界最高性能

のものである。装置の運転及び応用に関するノウハ

ウをこれから蓄積し、アクティビティをあげていく

必要がある。ELETTRAのNano-spectroscopyビー

ムラインでは、SPELEEMと放射光を組み合わせた

研究に最初に成功しており、多くの成果が上がって

いる。私はそのグループに加わり、実験に参加した。

ELETTRAでの実験を通し、SPring-8の特長を生か

した実験を行っていきたいという思いをさらに強く

した。

ELETTRAはTriesteという町の郊外に建設され

ているが、そこは、スロベニアとの国境まで２km

くらいしか離れていない。冬は風が強くて寒いとい

う話を聞いていたが、行ってみると想像より厳しい

環境であった。時に100km/hを超える強風が吹きあ

れ、零下６℃の気温でも、その体感温度はさらに低

く感じる。交通が不便で、環境の厳しいこの場所に

放射光及びその他の研究施設を建設したのは、もと

もと冷戦時代にTrieste人口の過疎化に歯止めをか

ける為だったそうである。

ELETTRAのNano-spectroscopyビームラインは

APPLEⅡタイプのアンジュレーター下流に建設さ

れており、SPELEEM用集光ミラーの直前で二つに

分岐され、一つはFEL（free electron laser）用で、

もう一つはSPELEEM用である。FELの方はほとん

ど稼動していないので、実際には、SPELEEMブラ

ンチが大部分のビームタイムを利用できる。この

ビームラインにおけるサンプル位置でのビーム照

射面積は2μm×30μmで、フォトンフラックスは

1013 photons/secである。更にエネルギー範囲20～

1000eVをカバーし、円と直線偏光を供給すること

ができる。したがって、このビームラインで光電子

顕微鏡実験を行う場合には、以下のような特徴があ

る。

（1）小さい観察視野においても鮮明なPEEM画

像が得られる。

（2）低い光エネルギー領域（真空紫外）をカバー

しており、価電子状態の研究に有利である。

（3）偏光を利用し、磁気円および線２色性（X-ray

magnetic circular & linear dichroism;

XMCD& XMLD）を利用した実験で、微小領

域の磁性研究ができる。

上記特徴の内（1）と（2）はSPring-8の軟X線ビ

ームラインでは実現していない。ELETTRAの小さ

く絞った光ビームでは、フォトンフラックス密度が

高く、画像取得の時間が短くて済む。これによって、

振動などに由来する分解能の悪化の影響を小さく抑

えられる。ELETTRAの放射光は低いエネルギー領

域においても高いフォトンフラックスが得られるの

に対して、SPring-8では低い（例えば250eV以下）

光を使おうとすると、実効的なフォトンフラックス

は急激に減少し、光電子顕微実験はほとんど不可能

である。SPring-8の軟Ｘ線にとって、価電子状態の

研究の際にはこれは大きい壁である。このように

ELETTRAでは、比較的低エネルギー領域における、

小さく絞った高いフラックス密度と偏光の特徴を活

かして、自己組織化の手法で作成したナノ構造（ド

ット、ワイヤ）、磁性（薄膜及びパターン化構造）、

ガス吸着反応、薄膜成長などの観察を幅広く行って

いる。

ELETTRAには、SPring-8にはない特徴があるも

のの、同時に欠点も伴う。まず、小さく絞ったフォ

トンビームは必ずしも使いやすいものとは限らな

ELETTRAにおける光電子顕微鏡実験

財団法人高輝度光科学研究センター
郭　方准
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い。一つ目は、大きい視野のXPEEM像を取りにく

いことである。集光条件をあまくして大きい視野の

XPEEM像を取ろうとすると、フォトン照射領域に

は著しく不均一が生じるので、PEEM実験には不向

きである。PEEMの特徴のひとつに、その視野が比

較的広く、反応のダイナミクスなどが比較的観察し

やすいことがあげられるが、小さい視野のみの観察

に限られてしまう点は、その特徴のひとつを失って

いることになる。大きい視野（5μm以上）の像を

とる場合、フォトンビーム照射位置をミラー角度の

調整によって変え、異なる位置の一連のXPEEMを

取得し、最後にそれらを足し合わさなければならな

い。このようなフォトンビームサイズ過小の欠点を

踏まえて、SPring-8のSPELEEMでは、照射面積を

25μm×50μmに集光する専用の集光鏡を導入する

ことにした。この照射面積は高いフォトンフラック

スの実現と使いやすさを考慮して最も合理的なサイ

ズであると判断した。一方で、ミラーを数種類用意

しておき、その切り替えによってビームサイズを観

察視野に応じて選べるようにする工夫も必要かもし

れない。また、ELETTRAの蓄積リング中の電子軌

道には揺らぎがあり、それによってフォトンビーム

の位置も常に動く。例えば2.5μm視野のXPEEM画

像を取得するとき、10分ぐらいの間にフォトンビー

ムは視野外に動いてしまうことがある。従って、測

定中頻繁に遠隔操作で集光ミラーを動かして、フォ

トンビームを視野の真ん中に来るように操作する必

要がある。SPpring-8ではその電子軌道が安定し、

しかもトップアップ運転によって、光学素子への熱

負荷も一定に保たれているため、サンプル上でのス

ポット位置もより安定であることが期待される。偏

光特性については、ELETTRAでは高速偏光切り替

えはまだ実現しておらず、アンジュレーターの

Phaseパラメーターを入力して偏光の切り替えをし

なければならない。磁性物質の観察では、SPring-8

の特徴がより発揮されるであろう。

ELETTRAのNano-spectroscopyグループは、世

界同分野のグループを見渡しても、最も活躍してい

るグループのひとつであろう。それは担当スタッフ

の努力は勿論、幅広くユーザーを開拓していること

も要因の一つになっていると思われる。私の滞在中、

担当者としてお世話をしたユーザーは、欧州の様々

な国からやってきた。またアメリカやカナダにもパ

ワーユーザーがいる。課題募集は、開放と競争原理

に基づいており、最先端の課題を集めている。欧州

圏内のユーザーに対して交通費と滞在費を支給する

ことも施設利用の活性化を促進する一因となってい

る。ELETTRAにおける外国人スタッフの多さとテ

クニカルスタッフの活躍も印象的であった。今年５

月、フランスのSO L E I Lが購入した新しい

SPELEEMもELETTRAで立ち上げ整備が行われ、

同ビームラインに仮設置となる。新しいSPELEEM

は始めての90度ビームセパレーターを導入してお

り、大きい特徴となっている。因みにこれまでに

SPring-8とELETTRAを含む世界各地で導入されて

きたドイツElmitec社製のLEEM関連装置はすべて

120度ビームセパレーターであった。90度ビームセ

パレーターでは更に高い空間分解能が実現できそう

である。SPring-8でも当初、90度ビームセパレータ

ー型SPELEEMを導入したいと希望していたが、動

作と納期の保障ができないと言われて断念した経緯

があった。今後、フランスが購入した90度ビームセ

パレーター型SPELEEMの稼動に注目したい。

SPELEEMはイメージングモード（LEEM/XPEEM）、

回折モード（LEED）及びエネルギー分散モード

（XPS）を一体化しているので、一つの実験対象に

対してビデオレートでの分光、顕微鏡研究が総合的

に可能である［2］。特に放射光と組み合わせること

により、局所領域の元素選択性を利用でき、物性研

究において一層強力な研究手段となる。このために

欧米諸国は競って光電子顕微鏡の導入と実験環境の

整備を行っている。日本においては、放射光と

SPELEEMを組み合わせた研究分野で世界の第一線

からたち遅れないように、今後よりいっそう緊張

感を持って環境整備を行っていく必要がある。

SPring-8の場合、比較的高いエネルギーを持つ軟X

線と高速偏光特性を利用しての研究でその特徴が発

揮できるであろう。今後ELETTRAの研究グループ

と緊密に連携し、共同研究を促進すると同時に、

SPring-8におけるSPELEEMも早く世界のトップに

躍り出るような成果を上げることができるよう、努

力したい。

ELETTRA滞在にあたり、私を受け入れ、お世話

をいただいたDrs. M. Kiskinova、A. Locatelli、

T. O. Mentes, S. Heunの各氏に感謝したい。訪問実

現のために、いろいろ先方とのコントクトの労をと

っていただいた、大阪電気通信大学の越川孝範教授、

アメリカアリゾナ州立大学のE. Bauer教授、NTT

アドバンステクノロジ㈱の渡邊義夫博士にお礼を申

し上げたい。また、派遣に際しご尽力をいただいた

研究会等報告
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JASRIの寿栄松宏仁利用研究促進部門長、小林啓介

ナノテク支援室長、木下豊彦分光物性Ⅱグループリ

ーダー及び研究調整部の三好忍氏にも感謝したい。

［1］小林啓介、郭方准、脇田高徳、木下豊彦：

SPring-8利用者情報 Vol.10 No.2 (2005) 112.

［2］F.Z. Guo, T. Wakita, H. Shimizu, T. Matsushita, T.

Yasue, T. Koshikawa, E. Bauer and K. Kobayashi :

J. Phys. : Condens. Matter 17 (2005) S1363.

郭　方准　GUO  Fang Zhun
（財）高輝度光科学研究センター　利用研究促進部門
（兼）ナノテクノロジー総合支援プロジェクト推進室
〒679-5198 兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1
TEL：0791-58-0919 FAX：0791-58-0830
e-mail：fz-guo@spring8.or.jp

図1 EletrraのSPELEEM担当者との記念撮影。
上段右から、F. Z. Guo、T. O. Mentes.、
下段右から、S. Heun、A. Locatelli、
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４月４日（月）に開かれたSPring-8利用者懇談会

運営委員会で、運営委員の互選によりSPring-8利用

者懇談会会長を再度お引き受けさせていただくこと

になりました。私は、既に2期4年にわたって会長を

務めておりますので、私としては他の方が会長を務

めることの方がSPring-8利用者懇談会にとって、さ

らにSPring-8にとってもよろしいのではないかと思

っておりました。しかしながら、現在のSPring-8や

SPring-8利用者懇談会を取り巻く状況から考えて、

利用者懇談会の組織を改革すべき時期にきているの

ではないかと判断するに至りました。そのため、運

営委員会に諮った後に、今年の３月に利用者懇談会

が中心となり開催した第１回ユーザーズミーティン

グの際に、「SPring-8利用者懇談会の改革のために

組織変更が望ましいのではないか」との意見を述べ

させていただきました。この意見に対して、今年度

に入り開催された新しい運営委員会でも皆様のご支

持が得られ、事情を最も知るものとして私がその責

を果たせということになりました。組織改革が済む

まで、と言う条件の下で、会長をお引き受けした次

第です。今年は、利用者懇談会細則第16条にしたが

って、２年ごとにサブグループを見直す時期に当た

っています。しかしながら、この様な事情で、会長

を引き受けましたので、利用者懇談会の改変を出来

るだけ速やかに行う為にも、それまでは現体制を継

続したいと思っております。この点も、４月４日開

催の第1回SPring-8利用者懇談会運営委員会で了承

していただきました。

会長、幹事会、運営委員会、世話人のレベルでは、

SPring-8利用者懇談会の組織変更が議論されていま

すが、一般会員の方々には、必ずしも、よく知られ

ているとは言いがたい状況です。利用者懇談会の組

織改革は、施設あるいは一般ユーザーの方々にも大

きく影響することですので、就任の挨拶に代え、多

少なりとも現況ならびに今後の見通しについて説明

させていただきます。

利用者懇談会の組織改革が検討されるようになっ

たきっかけは、ユーザーズミーティングを企画して

いる中から生まれました。ユーザーズミーティング

を企画していた時に、SPring-8のユーザーは近未来

にわたって一体何をしたいのか、また、何をしよう

としているのか、という疑問が、当然のことながら

生まれてきました。このような問題意識の帰結とし

て、それを実現するためのビームラインはどうある

べきか、あるいは、装置についてはどうすればいい

のか、といった将来展望にも発展しました。客観的

情勢として、43本のビームラインは既に整備されて

いるものの、残念ながら、残りのビームラインにつ

いては、装置建設の見通しさえ全く立ちません。既

存のビームライン・装置の高度化についても何かプ

ロジェクトを立ち上げて、特別な資金を獲得しない

限り、極めて困難であるという現実があるように思

えます。ユーザーズミーティングは、現実ばかりを

見ないで、例えば「SPring-8にこういう装置があれ

ば、こう言うサイエンスが展開できる」と言うよう

なSPring-8におけるサイエンスの近未来の夢を語る

ことを当初意図して考えられました。夢を語ること

は、楽しいことではありますが、そのような夢を夢

として終わらせず、出来るだけ実現するようその可

能性を高めることが、ユーザー組織としての役割で

あると思います。そのためには、ユーザー組織とし

て何か出来ることがあるのではないかと考えを進め

た結果が、組織改革への道につながって行ったよう

に個人的には認識しています。

現在のSPring-8利用者懇談会は、運営委員会の下

に、25のBLSG（ビームラインサブグループ）およ

び11の研究会が組織されています。数の上では、ビ

ームライン建設を目指すBLSGがSPring-8のサイエ

ンスを語る研究会よりも遥かに多くなっています。

ところが上で述べたように、ビームラインの建設は

極めて困難な情勢であります。そのためだと思うの

ですが、最近のBLSG活動は活発とは言いがたい状

SPring-8利用者懇談会会長に就任して

SPring-8 利用者懇談会 会長

名古屋大学大学院　工学研究科

坂田　誠

談話室・ユーザー便り



況が続いています。この様な状況から判断して、現

在の利用者懇談会の組織形態と、SPring-8の置かれ

ている客観的情勢とのマッチングが悪いのではない

かと考えています。運営形態も含めて、SPring-8を

取り巻く環境は急速に変化しています。どのように

状況が変わろうとも、基本的にSPring-8のユーザー

に求められることについては、それほど大きく変化

しないように思います。共用ビームラインを使用さ

れる多数のユーザーの方々と同様に、私も大学に属

しています。そのようなユーザーにとって、

SPring-8から良いサイエンスを生み出すことは、大

きな柱の一つに違いありません。産業界の方々にと

っては、それぞれの産業利用により、産業界として

の成果を挙げることが、大きな柱になろうかと思い

ます。産学連携あるいは産官学連携など、見かけ上

は複雑な利用形態がありますが、要するに、それぞ

れのユーザーがSPring-8の特徴を生かし、それぞれ

の目的にあった成果を挙げることが重要なのではあ

りませんか。

以上のような基本的認識に立つと、SPring-8利用

者懇談会の組織改革の道筋が見えてくるように思い

ます。通常業務をこなしているだけでは、ビームラ

インの建設、ビームラインの高度化が現実的にでき

ない状況にあります。そのような状況下で、それぞ

れの分野での成果を挙げるのに少しでも有効に働く

利用者団体を考えたとき、また、ビームラインの建

設を目指すBLSGが過半数を超える現実を考えたと

き、現状よりはベターな組織形態があるのではない

かと考えました。その結果が、別掲した改革要旨で

あります。

改革の要点は、以下４点にまとめられます。

１．既存のBLSGと研究会を全て廃止する。

２．SPring-8での利用研究について検討する利用委

員会を会長の下に置く。

３．利用委員会は５つ程度の分科会から構成され、

分科会には複数の研究会がおかれる。

分科会は固定的であるが、研究会は流動的なも

のである。

４．責任の明確化と会の運営の継続性のために、会

長を会員の直接選挙により選ぶ。

これから詳細を検討し、規約あるいは細則に反映

させて行くことになりますが、今の時代にあった良

い形で新たなSPring-8利用者懇談会を出発させたい

と思っております。一部には、現在の組織形態で良

好に機能しているBLSGもあると理解しております

が、今回の組織改革はその機能を強化する為に行う

ものです。また、ユーザーと施設のコミュニケーシ

ョンをよりよくする為のものです。現在、有効に機

能している活動を排除する意図はありませんが、書

いたものだけでは、なかなか、意図が伝わりません

ので、５月下旬に拡大世話人会を開いて広く意見交

換をしたいと考えております。世話人、副世話人の

方々の積極的な参加をお願いします。また、広く関

係する皆様のご協力をお願いする次第です。

（改革要旨）

SPring-8利用者懇談会の改革についての私見

SPring-8利用者懇談会会長　坂田　誠

SPring-8は供用開始後７年が経過して本格的利用期

に入っているが、それに対応して巨額の建設維持費

を伴う大型施設での成果が問われる時期になってき

た。一方で、新たなビームライン建設については非

常に厳しい状況にある。利用の観点からも、ナノテ

ク支援やタンパク3000、トライアルユースなどの利

用枠の重点化に加えて利用者支援旅費の廃止、利用

料金の検討など、大きな環境の変化が出てきている。

利用者懇談会設立当時の最大のミッションは

SPring-8で建設すべきビームラインについての提案

を行うことであった。そのために多くのサブグルー

プ（SG）が結成され、ビームライン検討委員会に

ビームライン提案が提出された。それに基づいたビ

ームライン建設に利用懇SGは積極的に参加し、ま

た、高度化にも協力してきた。建設ラッシュが終わ

り利用期に入った平成10年ごろから、利用の観点か

ら利用者懇談会の活動を見直すべきであるとの判断

でSG（BLSGと改名）に加えて研究会を発足させ、

現在に至っている。この間、上記のように大きな変

化が起きているが、現在の最大の課題は、SPring-8

での成果創出が求められていることである。これに

SPr i n g - 8利用者懇談会が対応するためには、

SPring-8で展開すべきサイエンスをベースにおいた

研究会を中心とすることが必要である。この時、既

存のBLSGはもちろんのこと研究会も一旦すべて解

散し新たな活動を行うことが必要であるとの見解に

いたった。

以上のことを整理すると下記のようになる。

第１期（Ｈ５～Ｈ12）：

建設期；SG体制
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第２期（Ｈ13～Ｈ16）：

利用期（試行期間）；BLSG+研究会体制

第３期（Ｈ17～）：

本格的利用期；新研究会体制

a）研究会の設立についてはJASRIなどの利用系組

織との連携も視野に入れる。会長は一般会員に

よる直接選挙により選ぶ。

b）サイエンスで集まる研究会組織の上に、サイエ

ンスの広い範囲をカバーする分科会を設け、分

科会を統括する形で利用委員会（仮称）を置く。

坂田　誠　SAKATA  Makoto
名古屋大学大学院　工学研究科　マテリアル理工学専攻
〒464-8603 名古屋市千種区不老町
TEL：052-789-4453 FAX：052-789-3724
e-mail：sakata@cc.nagoya-u.ac.jp
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「文部科学省ナノテクノロジー総合支援プロジェクト」
平成16年度放射光グループ研究成果報告会

放射光利用ナノテク最前線2005

1．開　催　日：平成17年６月13日（月）10：00～17：30

2．場　　　所：ホテルセントノーム京都（JR京都駅南）
〒601-8004 京都市南区東九条東山王町19-1（竹田街道八条東入ル）
http://www.centnovum.or.jp

3．主　　　催：財団法人高輝度光科学研究センター、日本原子力研究所、
独立行政法人物質・材料研究機構、立命館大学

4．後　　　援：（財）大阪科学技術センター（社）応用物理学会、（社）日本化学会、
（社）日本物理学会、（社）日本分析化学会、ナノ学会、日本結晶学会、
日本表面科学会、日本放射光学会　

5．ホームページ：http://www.spring8.or.jp/j/for_users/nano_tech/result-04/

6．主　　　旨：文部科学省が平成14年度から実施している「ナノテクノロジー総合支援
プロジェクト」の放射光グループ4機関で報告会を開催する。
報告会では、ナノテクノロジー研究分野の招待講演を実施するとともに、
平成16年度に支援した研究の中から特に優れた成果を紹介し、ナノテク
ノロジー研究分野での放射光利用の有効性・可能性および展望について
議論する。

7．プログラム：
10：00～10：05 開会挨拶
10：05～10：15 ナノテクノロジー総合支援プロジェクトの紹介

中村英俊　ナノテクノロジー総合支援プロジェクトセンター　
10：15～11：00 招待講演

「高エネルギーマイクロビームの開発と重金属元素分
析への応用」
寺田靖子 （財）高輝度光科学研究センター　　　　　　

11：00～11：30 研究成果報告
「微小角入射X線回折法を用いた配向成長カーボンナ
ノチューブの高密度化と低抵抗コンタクトの研究」
粟野祐二 （株）富士通研究所

11：30～12：00 研究成果報告
「軟X線磁気円二色性法を利用した希土類金属内包フ
ラーレンの高感度磁化解析」
中村哲也 （財）高輝度光科学研究センター　

12：00～14：00 休憩ならびに研究成果ポスター発表

ANNOUNCEMENT
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14：00～14：45 招待講演
「集束イオンビームによる三次元ナノテクノロジーの
展開」
松井真二　兵庫県立大　高度産業科学技術研究所

14：45～15：15 研究成果報告
「MS/SPSプロセスによるセラミック複合材金型用
LIGA構造体の製作」
宮野公樹　九州大学　応用化学研究所

15：15～15：45 研究成果報告
「XAFS法による金属イオン配位により誘起される
溶媒の構造異性化に関する研究」
梅林泰宏　九州大学大学院　理学研究所

15：45～16：15 研究成果報告
「ナノチューブ成長用触媒金属/SiO2/Si構造における
表面・界面反応の軟X線光電子分光による研究」
渡辺義夫　NTTアドバンステクノロジ（株）

16：15～16：25 休憩
16：25～16：55 研究成果報告

「リチウム電池正極のエピタキシャル薄膜を用いた
理想電極界面の構築－放射光による電極反応のその
場観察」
菅野了次　東京工業大学大学院　総合理工学研究科

16：55～17：25 研究成果報告
「NiAl表面における酸化膜の形成過程と終端構造」
福谷克之 東京大学　生産技術研究所

17：25～17：30 閉会挨拶

８．参　加　費：無料

９．定　　　員：200名　定員になり次第締め切ります。

10．参加申込方法
○E-mailまたはFAXでのお申し込みの場合
氏名、所属、部署、住所（連絡先）、電話番号、FAX番号、E-mailをご記入のうえ、
下記参加登録事務局まで、送付ください。

○HPからのお申し込みの場合
下記SPring-8HPの放射光グループ研究成果報告会参加申込登録画面からお申し込み
ください。

【参加登録事務局・問い合わせ先】
（財）高輝度光科学研究センター
研究調整部
ナノテクノロジー総合支援プロジェクト
放射光グループ事務局
三好（ミヨシ）、岡林（オカバヤシ）
TEL：0791-58-0919
FAX：0791-58-0830
E-mail：nano_tech@spring8.or.jp
URL：http://www.spring8.or.jp/j/for_users/nano_tech/result-04/

告 知 板
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第7回（2005年度）サー・マーティン・ウッド賞
受賞候補者推薦要項

1．趣　　旨 凝縮系科学に係わる若手研究者に対して研究のインセンティブ、モティ

ヴェーションを与えます。

2．対象分野 広い意味の凝縮系科学（例：固体物理学、固体化学、材料科学、表面物理）

3．候 補 者 日本における研究機関で、凝縮系科学における優れた業績をあげた40歳

以下（2005年４月１日現在）の若手研究者。国籍は問わない｡

4．賞の内容 受賞は毎年１件ないし２件とし、受賞者には賞状、賞金50万円と英国の

いくつかの大学への講演旅行の機会が与えられます｡

5．推薦依頼先 関係専門分野の有識者、関連諸学会

6．推薦件数 各推薦者（研究室）、推薦団体からそれぞれ一件とします｡

7．推薦方法 所定の推薦用紙に必要事項をご記入の上､締切期日までに到着するよう

下記事務局にお送り下さい。

自薦も受け付けます。自薦、他薦共に、候補者の業績内容を最も良く理

解していると考えられ、当方より問い合わせ照会のできる２名の方（推

薦者以外の方）の氏名、所属、肩書き、連絡先を記入して下さい。

8．締切期日 2005年8月1日（月）

9．選　　考 ミレニアム・サイエンス・フォーラム実行委員会にて審査、選考します｡

10．決　　定 2005年９月の予定です｡

11．賞の贈呈 2005年11月に駐日英国大使館（東京）で行う予定です｡

12．推薦書提出先及び連絡先
〒135-0047  東京都江東区富岡2-11-6

オックスフォード・インストゥルメンツ株式会社内

ミレニアム・サイエンス・フォーラム事務局

TEL：03-5245-3261 FAX：03-5245-4472

E-mail：msf@oxinst.co.jp 

http://www.msforum.jp/

ANNOUNCEMENT
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 ◯その他の方で送付を希望される方は、本票に必要事項を記入のうえ、図書情報課 (Fax: 0791-58-2798)までお
送り下さい。
If you wish to subscribe to the "SPring-8 Information," please fill out and send this form to the Library and 
Information Section by fax at +81-791-58-2798. 

 ◯本誌は、SPring-8の利用者の方々に役立つ様々な情報を提供していくことを目的としています。ご意見、ご要望
等ございましたら、ご連絡ください。
The SPring-8 Information aims at providing useful information for SPring-8 users. If you have any comments or 
suggestions, please feel free to contact us.

　ご意見/ご要望：
　Comments and suggestions:　

“SPring-8 Information” SUBSCRIPTION REQUEST FORM

Please check the appropriate box.
□ Add my name  □ Change my subscription information  □ Stop my subscription

（財）高輝度光科学研究センター 利用業務部図書情報課 「SPring-8 利用者情報」事務局
 〒679-5198　兵庫県佐用郡三日月町光都１－１－１
 TEL: 0791-58-2797  FAX: 0791-58-2798

“SPring-8 Information” Secretariat, Library and Information Sec., User Administration Div.
 Japan Synchrotron Radiation Research Institute (JASRI)
1-1-1 Kouto, Mikazuki-cho, Sayo-gun, Hyogo 679-5198 JAPAN
TEL: +81-(0)791-58-2797　FAX: +81-(0)791-58-2798

いずれかを○で囲んで下さい。 新規・変更・不要 （既に本誌がお手元に届いている場合は、新規の登録は不要です。）
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辻　　雅樹 研究調整部

牧田　知子 利用業務部

原　　雅弘 広報室

高雄　　勝 加速器部門

大橋　治彦 ビームライン・技術部門

廣沢　一郎 利用研究促進部門

竹内　晃久 利用研究促進部門

山田　正人 施設管理部

坂東　礼子 安全管理室

渡辺　　厳 利用者懇談会 編集幹事（大阪女子大学）

鳥海幸四郎 利用者懇談会 編集幹事（兵庫県立大学）
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TEL 0791-58-0961  FAX 0791-58-0965
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「裏表紙「裏表紙」、「談話室／ユーザ便り」募集につい「談話室／ユーザ便り」募集について「裏表紙「裏表紙」、「談話室／ユーザ便り」募集につい「談話室／ユーザ便り」募集について「裏表紙」、「談話室／ユーザ便り」募集について

「裏表紙」の写真・「談話室／ユーザ便り」に読者の皆様からの投稿を
お待ちしております。特に「ぶらり散歩道」には播磨地方に関係した情報を
お寄せ下さるようお願い致します。

「裏表紙」、「談話室／ユーザ便り」とも宛先は事務局まで



放射光利用研究促進機構放射光利用研究促進機構
財団法人高輝度光科学研究センター
Japan Synchrotron Radiation Research Institute

こうと

〒679-5198　兵庫県佐用郡三日月町光都1－1－1
［広　報　室］TEL 0791－58－2785  FAX 0791－58－2786
［総　務　部］TEL 0791－58－0950  FAX 0791－58－0955
［利用業務部］TEL 0791－58－0961  FAX 0791－58－0965
  e-mail：sp8jasri@spring8.or.jp
  SPring-8 homepage：http://www.spring8.or.jp/

三日月町の白花カタクリ
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